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1.本書は甲府市朝気一丁目14番 1号 甲府市立東小学校 庭々における甲府市水道局が行った下水管理設

工事に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

1.発掘調査及び遺物整理報告書執筆作業は、共に甲府市長河口親賀殿 と日本考古学協会 々員谷ロー夫

との間で締結 した委託契約に基づ くものである。

1.発掘担当者は甲府市教育委員会の指名で、日本考古学協会 々員谷ロー夫が当 った。

1.発掘調査は谷日一夫、坂本美夫君 (旧姓菊島・ 日本考古学協会員)が調査員 として、また、当時の

広島大学考古学教室の学生長沢宏昌君 (石和町出身)、 森田稔君、保坂康夫君 (甲府市出身)が補

助調査員 に、それに調査協力を甲府市教育委員会職員 、東小学校 PTA、 県立女子短期大学 々生、

山梨考古学研究会 員々等 々か ら頂いた中で実施 した。

1。 また、遺物の整理、復元か ら本報告書執筆にかかわる作業は谷ロー夫、坂本美夫、長沢宏昌、保坂

康夫各君がこれに当 った。

さらに、土器実測 について米田明訓君、図版写真撮影で池戸司郎君の協力を頂いた。

1.発掘調査及び報告書作成 に当っては、甲府市教育委員会をはじめ関係各位の厚い御指導 と御援助を

得たことを記 し、あわせて深甚なる謝意を表わす次第である。

例



遺跡名について

本遺跡は東小学校 庭々遺跡として山梨県遺跡地名表(昭 54・ 山梨県教育委員会)逐 01057に記録され

ている。本報告書第 2図 1に該当する。 しかし、同遺跡の範囲は広範囲に及び、この呼称では、ある特

定地域だけが限定され、あたかも追跡範囲が校庭内にとどまるかの錯覚を与える危惧がある。

また、前記山梨県遺跡地名表には、朝気町遺跡施 011x19、 本報告書第2図 2に該当する遺跡があるが、

これ等は遺跡範囲の大きさから当然つながるものと予測される。

いずれも発掘調査は限定された範囲内にとどまり、今まで面での調査が実施できる状況にないところ

から、その関係が明白にされていないが、この事は将来かならず解明されよう。

さて、この様な中にあって本遺跡を朝気遺跡 と命名 し、今後広範囲に本遺跡の解明に努める必要を痛

感 している。
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第一章 概

第一節 発掘調査の動機 と経過

甲脂市立東小学校々庭からは、昭和 42年に甲府市水道局が行 った下水管理設工事の際、多量の土師

器の出上を確認 し、かつ、東小学校周辺地域からも住宅新築等の度に土師器発見のケースが続 いたこと

によって、甲府市教育委員会では文化庁への遺跡発見届を提出、以来、周知の遺跡 としての取扱 いをさ

れて来た。

今回、再び甲府市水道局では同校庭内に下水管埋設工事 の必要にせまられ、甲府市教育委員会との協

議の中から、工事関係部分の事前調査による記録保存を実施することになり、工事に先がけ甲府市長河

口親賀殿 と日本考古学協会 々員谷ロー夫 との間で委託契約を結び発掘調査を実施 したものである。

同遺跡は校庭 という特別事情にあり、夏休み中に全ての下水管埋設工事が完了 しないと、秋の学校行

事に影響するところか ら、工事必要 日数を逆算 し (昭 51)7月 3日 から 10日 間の日程で発掘調査の実

施が計画された。

発掘調査は下水管理設工事区域内に設定 した 2η × 2η を 1区画 とする 45区画のグリットを順を追 っ

て進めていったが、遺物包合層 はその全てに広がっていることが解明されるなど、かねて予想 された通

りその規模は大きく、下水管埋設工事区域内だけで も、調査期間限界の 7月 15日 夕刻の日没までかかっ

た。

この遺跡の規模、内容か ら見ると最低 1カ 月間の調査 日程 も望まれたが、諸般の事情がこれを許さな

か った。 しか し、幸いにも今回の発掘調査によって、こゝに報告できるところの貴重なデータが得 られ

た。

この報告書が今後、甲府盆地に於ける同時代の遺跡の標式 として、物差 しとして、重要な役割を果す

ことと思われる。

なお、発掘調査開始か ら報告書作成作業に至るまで、この貴重な遺跡の記録保存の為に絶大なるご協

力を下された甲府市教育委員会岩波民造教育長は じめ、関係各位等の協力があって、この成果が得 られ

たことに発掘担当者 として深甚なる謝意を申 し上げる次第である。
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第二節 発掘調査実施上の問題点

東小学校 庭々からは土師器 の包合がか って確認されていた。同地は校庭造成時に 40～ 醐翻 の埋め立

てが行われており、文化層はその下に二層あるとされていた。

今回の発掘調査実施に当っては、①特に甲府盆地 に於ける土師器編年研究 に不可欠 ともなっている層

位関係 についての把握。また、それ と同時に②土器及び土器以外の遺物、及び遺構の発見に力を注ぎ、

その生活様式の解明について充分に留意 して、この時代の住民 のあり方について追求することが課題 と

な った。

特に甲府盆地周辺 にはこの時代 に築造されたと思われる多 くの古墳が存在するが、反面、住民の暮 し

を把握する資料の確認例が少 なく、この遺跡はその意味からも非常に重要な要素を秘めている。

また、遺跡の分布範囲は広 く、今回の調査では面でなく線の調査であっても、やがて、朝気遺跡の全

容を明らかにする一つの方向づけをめざし、飛鳥、奈良、平安時代に居住 した住民の姿を再現させる為

の努力は当然必要であった。 (T)
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第二節 発掘調査団の構成

発 掘

主 任

調

担 当

調 査

査

補 助 調 査 員

森

保

中

長

調 査 協 力 員

本  美  夫

(旧 姓 菊 島)

関    う た 子

中  沢  利  枝

長  田  た か ね

志   田  照  代

益 満 昭 子

駒  井  恵  子

小 日 切  意 美 子

芦  沢  多 香 子

木  田  元  子

岡 田 君 子

小 沢 良 子

川  崎  昌  宏

田     伝   東 小 PTA会 長

(以 下PTA会 員 延 258名 が参加 )

日本 考 古 学 協 会 々員

(山梨県考古学協会委員長)

日本 考 古 学 協 会 々員

(山梨県文化財主事 )

(当 時)広島大学考古学教室学生

(山梨県文化財主事 )

(当時)広島大学考古学教室学生

(名古屋大学大学院修士課程在学 )

(当 時)広島大学考古学教室学生

県 立 女 子 短 大 学 生

山梨考古学研究会 々員

夫谷

坂

者

員

　

員

宏沢

稔

夫康坂

″
　
　
　
　
　
″

は 下同会々員 延 10名が参加 )
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第二章 位 置 と 地 形

第一節 朝気遺跡の地理・ 歴史的環境

(1)朝気遺跡周辺の地形概観

甲府市は、その北半を山地で、そ して南半を扇状地 と沖積原で占められている。甲府市周辺の遺跡は

山地 にはほとんどなく、山地 と扇状地の接する部分付近から扇状地や沖積原に立地 している。

遺跡が主に立地する甲府市南半の地形は、おおよそ以下のようなものである。

2,000翻級 の峰を連ねる奥秩父連峰か ら甲府盆地側へ下って くると、西か ら片山 (665η )、 八人山

(5702)、 大蔵経寺 (716初 )等、 600～ 700η のピークを最後に山地が とぎれ、約 100確 の急斜面

を下り盆地が開ける。

盆地に入 ると、西隅から荒川が、そ して中央から相川が流れ込み、両者 とも扇状地を形成 している。

荒川は北西か ら南東へ、相川は北東か ら南西へ と流れ、両者は現在寿町の荒川橋付近で合流する。

地形図をみると、両河川が盆地に流入する地点から同心円状の等高線が腫を接するように してあり、

荒川扇状地 と相川扇状地 とは明確に判別することができる。また、地質図をみると、扇状地堆積層 と、

沖積地堆積層の境界が この付近を通りゆるやかな弧を描きながら東西にのびている。沖積原 と扇状地の

境界をこの付近 に求めることができよう。

一方、荒川橋付近か ら西方をみると、その等高線は荒川が甲暇 盆地に最初に入 り込んだ地点に向って

同心円状に摘かれているのではなく、さらに西方の中心 に向って同心円を描いているのに気付 く。そこ

は、竜王町にある低位段丘赤坂台地の西側を流れる釜無川が、赤坂台地を出て沖積原 に最初に接 した地

点である。そこを中′と、とした同心円状の等高線は、笛吹川 の河岸近 くまで達 している。いわゆる釜無川

沖積原である。

一方、この釜無川沖積原の北西方向に高 くなる地形を避けるように西へ流路をゆるく曲流させた荒川

は、飯田橋付近で さらに流路を南の方向へ変え、ゆるやかに曲流 しながら笛吹川に至る。飯田橋付近か

らの荒川の東方には、流路を南の方向に変えた地点に向って同心円状の等高線を見出す ことができる。

荒川が流路を南へ変える付近は、等高線間の間隔が急に広 くなる部分であり、河川の遷急点であること

が考えられる。この地形は、この遷急点から積平衡作用によって荒川が発達させ た地形であることが窺

知できる。

また、現在では、荒川が流路 の方向を変えた地点から濁川が出発 し、西から東へ向か う。濁川は、同

心円状の等高線の北端を通 り、甲府東高等学校付近で流路を南の方向に変え、そのまま南下 して笛吹川

に合流する。そ して、この同心円状の等高線は、荒川 と濁川に挟まれるよ うに してある。いわゆる、濁

川沖積原である。

濁川沖積原は、荒川扇状地や相川扇状地ばか りでな く、釜無川沖積原 とも違い、等高線間の間隔が非

常に広い。さらに、その南部にまった く等高線の描かれていない広 く平坦な地域が存在 していて注目さ

れる。

濁川より東方の石和よりの地域では、等高線が北西=南東方向に伸び、濁川より西方の地域 と明確な
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違いを見出すことができる。 これ らの等高線は、平等川、笛吹川両河川にほぼ直交 してあり、笛吹川の

右岸を石和から塩山へと続 いている。いわゆる笛吹川 。重川 。日川複合扇状地である。 (保坂 康夫 )

(2)朝 気 遺 跡 周 辺 の 遺 跡

先土器時代の遺物 としては、上石日遺跡でポイン トとナイフ形石器が出土 したという。 しか し、出土

量が非常に少ないこと、沖積原にあることなど先土器時代人がここに居住 していたかどうかは疑わ しく

今回は言及を控えたい。

縄文時代の遺跡は、山地 と低地の接する地域に分布する北原遺跡、酒折遺跡、善光寺町裏遺跡、緑ケ

丘遺跡、また沖積原に立地する上石田遺跡、遠光寺遺跡、宝町遺跡がある。

後者は、縄文時代の遺跡 としては特殊な地域に立地 している。

一方、敷島町内で、宮前遺跡、西川遺跡、金の宮第 1号及び第 2号遺跡、金 ノ尾遺跡など荒川右岸の

荒川扇状地上に立地する縄文時代遺跡が多数あり、沖積原に立地する遺跡はこれ らの遺跡 と一連のもの

であると考えることができるかもしれなし、

この荒川 扇状地の西隣 りに赤坂台地があるが、縄文時代遺跡は一遺跡 も発見されていず、際立 った

対照を示す。

このような特殊な遺跡立地は、この地域に居住 していた縄文人たちが他 の縄文人たちとは違 った環境

を開発 し進出 したとするよりも、当時のこの地域の環境が縄文人たちの居住に必要な条件を十分満足 し

ていたと考えるべきであろう。

弥生時代の遺跡は、扇状地上に立地する緑ケ丘遺跡、塩部遺跡、湯村遺跡 と、沖積原 に立地する伊勢

町第 1号遺跡、湯田町遺跡、朝気遺跡、朝気町遺跡、上町遺跡、要明寺遺跡、青葉町遺跡 (所在不明)

増坪遺跡がある。

後者は、濁川沖積原の北半に集中 し、遺跡数 も多い。

この地域は、縄文時代の遺跡の立地する地域 よりさらに低地である。また、釜無)II沖積原には、 1979

年発行の山梨県遺跡地名表 によるかぎりまった く発見されていない。

一方、先述 した荒川右岸の扇状地には、金ノ尾遺跡など多数の弥生時代遺跡が存在 しているという。

しか し、濁川沖積原は、扇状地や釜無川沖積原 と違い、等高線間の間隔が非常に広 く特徴的である。

昭和 32年頃発掘された甲斐住吉遺跡 (所在不明)で は、地表下 ■0翻で弥生時代 の遺物が発見され

その上400を葦の生成層が覆 っていたという。また、南甲府駅の西方に窪地が存在 していることなどか

ら低湿地であったことが考えられ る。

この地域では、このような自然環境を背景にして農耕社会の定着が達成されたと考えられるのではな

いだろうか。

これに続 く古墳時代以後の、土師器を出土する遺跡は、濁川沖積原では伊勢町第 1号、第 2号遺跡、

上町遺跡、朝気遺跡 の4遺跡のみである。一方、扇状地に立地するものが多 くなり、緑ケ丘遺跡、宝町

遺跡、塩部遺跡、湯村遺跡、山梨大学遺跡などが知 られる。また、濁川より東方の石和町近辺 において

多 くの遺跡が見い出されている。

古墳は、大半が盆地 の北縁部の山地 との境界付近か ら扇状地上に見い出される。また、主に横根町に

見い出される積石塚は、これとは対照的にほとんど山地に立地する。この地域は崖錐堆積物がみ られる

-5-



地域であり、その礫を用いたものと思われる。

このように、朝気遺跡では、濁川沖積原に定着 した農耕社会をうけつぎ、平安時代に至るまでの長期

にわたって集落が営まれたと考えることができる。 (保坂 康夫 )

(3)今後 の課題

最後に、今後の課題として、この地域における遺跡研究の問題点をいくつか指摘 し、本章を終わりた

い 。

甲府盆地に立地する遺跡は、以上見てきたょうに、時代別に明瞭な立地の違 いが把握できる。また、

同時に地形的に相互に独立 した遺跡群を把握することも不可能ではないであろう。

一方、歴史叙述 には、遺跡環境の復原は欠かすことはできない。それは、居住地の立地を規定 してい

ると考えられるからである。

今回は、国土地理院発行の 2500分 の 1の地形図を用いて、 主に遺跡周辺の地形の把握に努めた。幸

い昭和 54年発行の地形図には 2.5初 の補助等高線が描かれていたので、かなり微細な地形 を読み取 るこ

とができた。 しか し、たとえば遺跡立地を検討する際に重要な指標 になる自然堤防は、 2～ 3η の比高

であると言われ、さらに詳細な地形図が必要 となる。また、盆地は、河川の堆積作用が盛んな所であり、

本来は現地形を もって容易に古地形を推定することは避けなければならないであろう。

本地域には、富士山など有史以前より火山灰をかなり広域に降下させている火山が近 くにある。そ し

て、このような火山灰層が盆地の堆積物中に互層を成 しているという。このような火山灰層を鍵層 とし

て古地形の復原 も不可能ではないと考える。

また、特に農耕社会の定着が成 し遂げられたと考えられる濁川沖積原の地域では、今後遺跡の発見に

十分な注意をはらわなければならないであろう。この地域では、土器類ばか りでな く、木製品の出上が

十分考えられ特 に注意を要す る。また、同時に、水田はグライ土壌など特徴的な土壌が伴 うことが考え

られ、こういった点を指標 にした水田域の把握にも注意を要さなければならないであろう。

このように、甲府盆地では、弥生時代以後の遺跡ばかりでなく、特殊な立地を示す縄文時代の遺跡に

ついても、考古学ばか りでな,く 、地質学、地理学等学際的、組織的な研究が必要であり、かつまたこの

ような研究が十分に可言ヒとなる稀にみる恵まれた地域であると評価できるのではないだろうか。

註
―

第 2図は、国土地理院発行の 2500分 の 1地形図甲府 (昭和 54年発行)と 、甲府北部 (昭和

50年発行)を用い作成 したものである。

遺跡は、山梨県教育委員会発行の山梨県遺跡地名表 (昭和 54年発行)に よるが、坂本美夫氏、末木建

氏、長沢宏昌氏の御教示によるものもある。記 して謝意を表する次第である。

また、地質に関する記述は、昭和 45年発行の山梨県地質図によった。

また、濁川沖積原等の名称は、山本寿 雄々氏著「 山梨県の考古学」P185第 47図「 甲府盆地地形成

因概観図 (田 中啓商博士作成)」 による。  (保 坂 康夫 )
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朝気遺跡発掘では東小学校グラン ドということも

あり、東小児童の関心 も高 く、発掘調査最終 日の7

月 15日 、170名 の児童が発掘 に参加 した。
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第 2図 甲府市の地形と遺跡分布図
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

朝 気 遺 跡

朝 気 町 遺 跡

湯 田 町 遺 跡

伊 勢 町 第 1遺 跡

伊 勢 町 第 2遺 跡

遠 光 寺 遺 跡

増 坪 遺 跡

8.要 明 寺 遺 跡

9,上 町 遺 跡

10.上 石 田 遺 跡

■. 宝  町  遺  跡

12. 塩  部  遺  跡

13.山 梨 大 学 遺 跡

14.緑 ケ 丘 遺 跡

15, 湯  村  遺  跡

16.北 原 遺 跡

17.善 光 寺 裏 遺 跡

18. 酒  折  遺  跡

19.在 原 塚 遺 跡

20。  富 士  塚 古  墳

21.太 神 さ ん 塚 古 墳

22.琵 琶 塚 古 墳

23.無  名 (積 石 塚 )

24.無  名 (積 石 塚 )

25。 無  名 (積 石 塚 )

26.無 名 (積 石 塚 )

27. 横根古墳群西支群 (積石塚・ 62基 )

28.無  名 (古   墳 )

29. 藤  塚  古  墳

30.御 前 塚 古 墳

31.人 形 塚 古 墳

32.刃 剣 塚 古 墳

33.善 光 寺 塚 1号 墳

弥 生 。 土 師

弥 生

弥 生

弥 生

土 師

縄 文

弥 生

弥 生

土 師

縄 文

縄 文 。 土 師

弥 生 。 土 師

土 師

縄 文 ・ 弥 生 ・ 土 師

弥 生 ・ 土 師

縄 文

縄 文

縄 文

土 師

(円 墳 )

(円  墳)

(前 方 後 円 墳 )
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34,一 つ 塚 古 墳

35,善 光 寺 塚 2号 墳

361稲 荷 塚 古 墳

3監  北 原 古 墳 第 1号

38.北 原 古 墳 第 2号

39.北 原 吉 墳 第 3号

40.不 老 園 古 墳

41.ポ ン ポ コ 塚 古 墳

42.お め 塚 古 墳

43.法  印 塚 古 墳

4.山 楽 山 古 墳

45,ニ ツ 塚 古 墳

46. 無 名 (古

4監  無 名 (古

墳 )

墳 )

48.愛 宕山 山 頂 1号 墳

49,愛 宕山 山頂 2号 墳

50,お 塚 さ ん 古 墳

51.無  名 (古    墳 )

52.無  名 (古    墳 )

53. 大平 古 墳第 1号 墳

54.六 平 古 墳 第 2号 墳

55. 無 名 (古    1墳 )

56. 万 寿 森 古 墳

“

 おてん ぐさん古墳 (積 石塚 )

58. 無 名 (古 墳 )

59.  湯村古墳群東支群 (6基 うち 1基積石塚)
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第二節 朝気遺跡の層位と文化層

第 6図 は第 30区 東特別区南壁セクション図で朝気遺跡の基本層位実測区である。 この図を基に、以

下に本遺跡の層序の概観を述べてみる。

1層 ……グラウンド埋立時の砂礫層で、大きな礫を多 く合んでいる。

2層 ……暗褐色粘質土で、グラウン ド埋立前の水田の床上である。

3層 ……酸化鉄の赤味を帯びた黒色粘質上で、 10～ 30物 の堆積である。

4層 ……砂を含んだ黒色粘質土で、 60～ 80勤の堆積である。

5層 …… 4層同様、砂を合んだ黒色粘質土であるが、 4層 に比べ白色の砂質土が多 く混 っている。堆

積は 20翻である。

6層 ……黒色粘質土 と自色砂質土の互層で流木を合む。 80～ 9o翻の堆積である。何回も醐 くを物語る。

7層 ……やはり白色砂質土であるが、他の層 と違い、砂の粒子が荒い。本層にも流木がみられる。20

～ 30翻 の堆積である。

8層 ……暗褐色粘質土で 5～ 10翻の堆積である。

9層 ……暗褐色粘質土に荒い粒子の砂の混 った層で、 5翻 の堆積である。

10層 ……粒子の細かい白色砂層で 25～ 30翻 の堆積である。

11層 ……暗禍色粘質土 と自色砂質土の混土で 30物 の堆積である。

12層 ……粘土層である。

以上が朝気遺跡の基本層序であるが、これ らのうち遺物を包合するのは 3、 5、 8、 9、 12層である。

3層 は国分期、 5層 および 8層 9層が鬼高期、12層が和泉 、五領期である。朝気遺跡では、はっきりし

た遺構 こそほとんど確認されていないが、五領～国分 までの土師器が層位的にとらえられた。その中で、

特 に鬼高期 の文 化層 は 5層 と8・ 9層 に分かれるが、 これ らの間には 6～ 7層が 130翻ほど堆積 し

ている。 しか も、 6、 7層 には流木がみられ、 6層では黒色粘質土 と砂の互層 となっている。 このこと

は、「鬼高期」 というきわめて短 い時間内に何度 も洪水が起 ったことを示 している。後述するように、

甲府市内でも比較的底地であるところには弥生時代以降 の遺跡が多い。他遺跡で も現地表か ら-140翻

程度で弥生式上器を出土 した例や、上石田遺跡のように-60翻程度で縄文中期の遺構、遺物を出 す と

ころもある。本遺跡においては前述 したように-350翻 で、五領、和泉期の遺物が出上 している事実 も

あり、当時の荒川 (あ るいは釜無川か)の氾濫がかなり激 しか ったと考えられる。

12層 においては和泉、五領期 の遺物が出土しているが、五領期の遺物はわずかにS字状に回縁を もつ

甕の破片 と高杯で、本層の主体は和泉期であると考えられる。 しか し、和泉期、五領期それぞれを層位

的にとらえることはできなか った。

なお、弥生式土器の小破片が数点出土 しているが、これらは最上層から発見されたもので層位的には

とらえられない。また、同 じく国分期の層か ら真間式土器が出土 しているが、 これ もわずかなもので、

これを層位的に分割するまでにはいたらなかった。  (長 沢 宏昌)
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第 12区～ 16区  東 壁 セ ク シ ヨン

第 6区～ 8区 西 壁 セ ク シ ヨ ン

第 7図 朝気遺跡 トレンチ・セクション実測図 1.表  土

2.埋立砂礫層

ユ酷警秩名Ё空置
ぷ思

弓文化層け欺期動
5。 暗褐色土層

6.明灰色砂層
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第二章 朝気遺跡発掘調査報告

第一節 朝気遺跡発掘の経過 (発掘日誌から)

昭和 51年 7月 3日 (上 )曇 リー時雨。

前 日の 2日 (金 )ま でに甲府市教育委員会の配慮 によ って、調査現場際に発掘本部並びに資材庫をか

ねたテン ト設営が完了 し、発掘調査用具、諸資材の調達を済せ、 3日 には午前 9時 に調査に伴 う概況説

明を発掘担当者谷口から行われた後、発掘グ リッ トの設定に着手 した。

発掘グ リットは第 5図 に見 られる通 り、東小学校 々庭をほば南北に走る発掘区域の性格から、巾 2η

四方のグ リットを南か ら北へ 45区設定 し、南か ら 1区 、 2区、 3区、 4区、 5区 、 6区 、………と順を

追 い45区 まで設定 した。総延長 90紹である。

また、発掘現場はグジウン ドという特殊状況の中で表上が固 く、かつ、現地表か ら 50～ 60伽が趾

による整地 になっており、発掘調査着手の時点で下水管理設予定地 のほぼ南北一直線に約 95物 、巾4η

深さ 50～ 60翻 (第 1図版、第 2図版参照)に亘 って、ユンボによる掘削除土作業が進められており、

発掘調査はいきなり文化層か ら始められるという状況の中にあった。

この溝の中心線か ら左右 1紹 づつで 2紹 の中で設定 したグ リットである為、第 2図版でみられる通 り

ビニールの区画の東西へ各 1物 の空間が出来たが、その区域 は東拡張区、西拡張区と呼称 した。

午後、 1～ 5区、 6～ 10区、 11～ 15区 、 16～ 20区、 21～ 25区 、 26～ 30区 、30～ 35区、36～

40区 、 41～ 45区 の 9区分に分けて文化層の上層にまで達 した掘削除土作業で表面 に露出 した土 器片

の表面採集を済せ、終了後直ちに 1区 、 3区、 5区 から発掘調査を開始 した。

発掘後間 もなく、-5勁の位置で 5区南西隅にて須恵器を確認。

また、 9区西拡張区壁に住居址 ? らしきもの、 4～ 5区西拡張区に土師器の大型破片を確認、 1区

3区 、 5区 に続 き、 4区 、 5区 についても大型破片 のレベルに合わせ発掘作業を続行。さらに、 7区及

び 1区 、 2区は-10翻 の位置で止め、同 レベルでの遺物散布状況の確認をする目的で 11区 、13区 へ と

作業を進めた。

昭和 51年 7月 4日 (日 )晴 。

4区西拡張区を前日に引続き調査、さらに 8区西拡張区壁 に土師器の完形品が出土。その壁の整備。

また、昨日から着手 した 11区は-10物の位置で土器片散布が著 しく、そのレベルで整備、同 じく13区

か らは-10翻 の レベルでクル ミの実の出上が著 しく、その面で整備、発掘調査は 15区 、17区へと移行

した。

特に、 3～ 4区西拡張区か らは 2つ の柱穴が確認され、住居ltLの床面を求め、 3区、 4区 、 5区及び

同西拡張区の全域に亘 り、同一 レベルでの整備を進めた。

また、この日の作業は急 ピッチに進め、 13区 (ク ル ミ発見グ リットの微細図作成 )、 15区 (発掘す

るも撹乱)、 17区 (10～ 15肋)、 19区 (15～ 20効 )、 21区 (10翻 )、 23区 (5～ 10肋 )、 25

区 (10翻 )、 27区 (上層を一部 )、 29区 (上層を一部)、 31区 (上層を一部)を発掘 した。

特に 25区 は黒色土層に当 り遺物 (土器片)の包合が多 く、かつ、中心に焼土 もあり、 住居址 の可能
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性 もある様 に思 え亀

24区 と 26区 は明日5日 に追 うこととした。 また、 29区 は良好な遺物包合地 と思われる反面、 31区

はいきなり粘土層 と、一見 して平担なグラウン ドも当時の層位関係の複雑さが伺われる。

昭和 51年 7月 5日 (月 )晴 。

昨日の 24区 、 25区、 26区 に亘 り昨 日のレベル (-lo効 )で全面を追 う作業を行 った。同レベルで

東、西 とも拡張区い っぱいに広げた結果、上 の色が切確 に違 う線を確認、少 くとも生活面であることが

想定された。また、その面から「鉄さい」 も発見。さらに、土器片 も多数あり、ほぼ完形の雰 2個 も採

集 した。

また、 4区、 5区 も東側拡区をいっぱいまで追 うこととし進めたが、その作業 の中で炭を多 く合む黒

色土塊を発見 した。

また、 4区、 5区 、 6区 では同一 レベルで住居IILの確認をすべ く、その床面を求めたが明確に出ず、

その為、 5区西拡張区に試掘溝を入れたが、それでも確認できなか った。なお、現 レベルの下15勁あま

りで砂層 となり、その砂層中より黒色 (表裏)土器一片を採集。

さらに、 4区南東か ら新たな柱穴 1個及び支柱穴 らしきもの 4個を発見 した。同 レベルとの関係は不

明。

昭和 51年 7月 6日 (火 )晴 。

昨 日につづき 25区、 26区 では住居llL確認のための床面を追 う作業を進める一方、新たに 15区 、 33

区、 35区の発掘にも着手。

また、昨日柱穴及び支柱穴の発見のあった 4区 、 5区 、 6区 では、その全部を同一 レベルに落 し土色

の相違を追 う作業を進めた。

30区 から緑務の比較的大きな破片、及び 28区か らほぼ一個体分の係を発見。

午後、 24区 ～ 30区 まで東、西拡張区 とも同一 レベルに落 し、土色の変化関係を追 った。

特に 24区 に隅丸方形 らしき黒色部分が現ゎれたが、 25区 にまたがる部分で消えており、明確 さを欠

くが生活面であることは想定 される。

午前中か ら作業を進めていた 15区 は撹乱されており作業は途中で打ち切る。緑釉破片 1個を発見。

昭和 51年 7月 7日 (刀O tt。

n区、 12区 、 13区 、 14区 、15区 、 16区を同一 レベルで追 う。 13区ではクル ミ、桃の種多数を発

見。 15区では最近の工事で撹乱 された形跡があるが、さらに掘 り下げると東西に走る黒色の帯状 の溝

状遺構が認められた。発掘範囲が限られているので、こうした遺構を追求することも不可能であった。

昭和 51年 7月 8日 (木) 晴。

午前中 24区 ～ 30区 の微細図をとり、土器片を採集。また、午後、 4区～ 7区の微細図をとり上器片

を採集。

'な
お、 4区西拡張区の土器はかなり大型であると同時に炉llLで ある為、そこだけ残 し、炉の床面でプ

ランを追 う。
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第 3図 雨で浸水 した発掘グ リット

6区から長頸壷の頸部 (灰釉 )を発見。その周辺 には焼土の堆積がみられた。

なお、この日に発掘開始 日に議会の都合で出来なかった鍬入れ式を甲府市教育委員会岩波教育長、市

教委関係者出席のもとに正午前に執 り行い、新たに 38区 ～ 44区 の発掘に着手。

40区か ら 30翻掘 り下げた部分全面に暗禍色土層 の広がりはあるが、遺物は土師器 の小破片数点にと

どまった。

42区 は約 40印堀 り下げたが北部は既に砂層に達 した。 しか し、グ リッ ト全体か らは黒裾色の帯が南

東に伸びていた。大型破片の確認 もあり、この辺 に調査の重点を置 く。

昭和 51年 7月 9日 (金)晴 。

40区ヽ 44区 を掘 り下げる。 40区 は 40伽掘 り下げると砂ま じりの暗褐色粘土層 となる。遺物は土師

の小破片のみ。
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第 4図 発掘現場 にお ける関係者

41区 は 20鰍掘 り下げるも暗褐色粘土層 (砂を合まない)で遺物は少ない。 42区 は昨 日のまま。43区

イま30印掘 り下げるもグ リッ ト内は殆んど砂層。 44区 は北端壁 にかか り (ユ ンボで埋立層をはがされた

面か ら)3勤 の地点か ら完形の壷を発見 (第 5、 6図版)。 この壷は回径約 10翻、胴径 16∽、高さ

1■ 5師の赤褐色を呈 し焼成 も良好。砂層に乗 った形で埋まっていた。

昭和 51年 7月 10日 (上) 雨。

午前中、昨日の作業を継続する。雨が降 ったりやんだりしていたが本降 りになり作業を中止。

昭和 51年 7月 11日 (白 )曇 り。

トランシットによる基準点を設ける。 4区西拡張区炉址はグラウン

の木器 ? は同 83.5翻、 12区 出土の杯 は同 89.5翻。その他、床面、

くりの作業を進める。

発掘は昨 日の継続部分 についてさらに進める。特に 44区北壁部分を拡張するも、他に遺物の確認は

出来なかった。

40区～ 44区 に於ける層位 には変化の度合が大きい。

昭和 51年 7月 12日 (月 ) 雨。

雨の為、発掘調査、記録 とも休む。

昭和 51年 7月 13日 (火)晴 。

昨 日来の雨の為、発掘グ リット全面が水没 した。午前中はこの水の排水作業で終える。

午後、 4区、 21区 、 2区 、 38区 を掘 り下げる。

4区 では住居址 と思われる範囲内を砂層まで掘 り下げる作業を進めたが、約 5効掘り下げた位置か ら

カーボン、焼土面に当る。これを生活面 として確認。 また、この面のレベルで広 く追 う。遺物は土師器

ド地表面下 64.75効、 13区 出土

層位関係の図面、及び微細図づ

-20-



第 5図 発掘調査後の工事現場

発掘調査完了後、直ちに埋管工場が行われたが、第 30区 か ら第 45区方向に

かけて厚い真白い砂層が確認された。工場関係者の話では、 この砂層は舞鶴

公園南か ら、刑務所北側を通り、東小学校に通 じているといわれる。
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須恵器共に破片 のみ。カマ ドの実測を行いさらに作業を進める。

21区 は砂層まで堀下げ完了、遺構は発見されず。遺物は土師器破片のみ採集。

24区 は 7月 6日 確認の生活面を追 う。確実な床、壁 はいぜん認められない。遺物は土師破片のみ。

また、 2区～ 30区 東倶1セ クシヨン実測。 さらに 38区 は約 30勤 掘り下げたが遺構 らしきものの確認

はできなか った。遺物 は土師器破片のみ。

昭和 51年 7月 14日 (水 ) 晴。

調査 日程 もあますとこ 2日 間、記録を重点 に作業にピッチをあげる。

3区 、 4区及び同西拡張区の住居址及び壁を追い記録。床面 と床面内外にある柱穴とは直接関係な く、

現生活面以後の遺構 とみられる。

7区～ 8区西壁面を実測、床面 には 8区 に確認されたような黒褐色の帯が確認された。

10区 ～ 13区 は砂層まで (グ ラウン ド表面か ら約 130翻)朔 り下げる。 特に 12区か ら土師器の長頸

広口壷 と外 2個 の 3個 の上器が完形のま 下ゝを向き重なって出土 (第 14図版参照 )、 また同層位か ら他

に木器 ? の発見 もあった。

14区～ 16区 は遺構、遺物の確認な く発掘中止。17区 は砂層まで下げた。 24区～ 26区の住居 l■ らし

き遺構の確認は最終 日に持ち越す。

40区 ～ 42区 に東西～西南に黒褐色の帯状遺 構を確認。

昭和 51年 7月 15日 (木) 晴。

最終 日、昨 日までに残 した遺構の確認、記録 に全力を上げる。また、これまでの未発掘グ リット、及

び -5、 -10翻まで掘 り下げていたグ リット、 2区 、 6区、 9区、 17区、 18区 、 20区 、 23区、 31

区、 32区、 33区、 34区、 35区、 36区 、 37区 に東小児童 170名 が入 り発掘実習を行 った。

24区～ %区の住居llL確認 も砂を合んだ層である住居壁慕の立ち上 りも不明。最終的に住居址の確認

は出来なか った。遺物 も土師器破片を中′も、に完形はなかった。

また 28区 ～ 31区 にまたが り、大きな溝状の落ち込みがある様にみられ、全般的に有機物の合有層 と

なっている状況であった。発掘調査に参加 した東小 PTAの 地元の人達は丁度この辺に河があり、子供

の頃、この河で遊んだという話 も多 く、事実層位の状況 もそれを物語るものがあった。

なお、午後になり 30区 の-160翻 の砂層か ら土師器の邦の完形 2個を合め発見された。 この日の作

業で発掘調査の全てを完了 した。

昭和 51年 8月 8日 (日 )晴 。

7月 15日 に全ての発掘調査を完了したが、翌 16日 から下水管埋設工事が開始された。 8月 7日 、発

掘地域隣接地が工事関係者によって掘られ、たまたまそこから木材等の出上があるという報に接 し、住

居址の建物の一部かという期待のもとに 8日 現地調査を行った。

場所は 27区～ 30区 の東側で、一番遺物の包合が濃厚な努 区～ 30区 の大きな溝状の落ち込みの延長

線にあって、好資料が得られた。

出土 した木材は自然木で人工的な加工の形跡はなかった。
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第二節 朝気遺跡出上の遺構

溝 状 遺 構

7区～ 8区 にかけて、巾約 100翻、深さ約 70勤の溝が発見 された。 7区西拡張区西壁では地表下約65

翻で砂層に達するが、その砂層を堀 り込んでいた。溝底はほぼ平担で 50～ 60を計る。覆土は黒褐色を

呈する粘質上で一層だけであった。なお、遺物は全 くみられず、他 のグ リットでは同様な遺構はみられ

なか った。

カ  マ  ド

4区西拡張区北側寄 りに南向きのカマ ドが確認された。 50× 60勤の範囲に焼土が広が り、灰は 10

翻 ほどの堆積で あった。袖石、天丼石は全 くみられなか ったが、甕の破片を袖石がわりに利用 していた

と考えられる。焚日と思われる部分の両脇に50翻 の間隔をおして 甕の破片を埋め込んでいた。 この二つ

の破片は激 しく二次焼成を受けたと思われ、表面の剥離が激 しく、 もろいものである。両破片は別個体

であるが、ともに鬼高期のものであった。 (第32図版参照)なお、カマ ドは当然住居内に構築されたも

のであるが、その住居の壁および床面は確認できなかった。

Pit

2区 、 3区西拡張区および 4区西拡張区にそれぞれ小 Pitがみ られた。 20 x tt X 26勁 、 20× 20

X21翻、 23X25X17翻 を計る。 これ らはほぼ直線上に連なり、間隔は 175翻、 180翻でほぼ等 しい。

他 に 4区 中央部に 18X18× 11翻の小 Pitがみられるが、これが前述 した 3つ のPitと 同 じ性格のも

のであるか不明である。なお、 Pitの中か ら遺物

木質等は発見されなか った。 (長沢 宏昌)

第 9図 第 7区～第8区に見 られた溝状遺構
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第10図 第4区西拡張区に見られたカマ ドとピット
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第二節 朝気遺跡出上の上器

(1)概     要

本遺跡からは、比較的豊富な土器が得 られた。 しか し、遺構については、前節で述べている様に調査

範囲の狭少あるいは包含層の状態が悪いことなどが重なり、残念なが ら明確な格好で検出することがで

きなか った。この事より出土遺物については、総てのグ リットを一括 して分類、考察を行 ないたい。た

だし、第 4区 グ リッドと第 30区 グリッドの遺物 については、更に別個に取上げることとする。

これは、第 4区 グ リッド出土遺物が、遺構は明確にされなかったものの、カマ ドと推定 される焼土付近

より集中 して発見 され、かつ土器形態か ら一括遺物 として処理することが可能 と思われるからである。

また、第 30区 グリッド出土遺物については、基準層序 としての性格か ら、文化層と環境 の関連の把握に

有役な資料になるものと考えられるか らである。

次 に分類上の問題 について記 しておきたい。本遺跡からは豊富な土器類を得ているが、遺構に伴 う一

括資料が皆無である事 と、重ねて本県に於いてあまrt9切
確にされていない時期の土器であることなどか

ら、その分類は大 まかにならざるを得ない事である。従 って、分類が確実に各時期のものに合致 してい

るか疑間となるものについては、経力取 り上げて今後の検討材料 としたいと考えている。

(2)出土 土 器 の 分 類

弥生時代の土器

本遺跡か ら出土 した土器片の中か ら、確実に弥生式上器片 と考えられるものは、僅かに 1点 だけであ

った。

甕 (第 1図 1)

ゆるやかに外反する日縁部細片である。回唇部際まで櫛描波状文が施 され、かつ口唇部には刷毛状工

具によると考えられる刻目が施されている。

古墳時代の上器

本遺跡からは、量の多少はあるものの古墳時代前期か ら後期の全期間に力Wナての上器が確認されている。

筆0勢―辞磯 罵
0                               10a確

土器第 1図  グ リッ ト内出土土器拓影
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第 1表 グリッ ド内出土土器一覧表

図
号

挿
番 番形 輝

∽

径
高
径

コ
尋
甍

土器 の観察
等
徴

形
特

器
の

整  形  等 グ
ド

土

ツ

出
リ

備考
外  面 内 面 口唇部

第 1図

1 甕

胎土 砂粒、雲母

を少量合む

外―灰禍色

内一黒褐色

良好、硬い

色調

焼 成

櫛描波状文 箆ナデ 刷毛状工具
による刻目

19G

土

　

調

成

胎

　

色

焼

砂粒を少量

合む

茶禍色

良好

縦位櫛状箆

ナデ

横位櫛状箆

ナデ

3

胎土 砂粒を少量

合む

色調 茶褐色

焼成 良好

30G 架

30～ 3.5

4 壷

土

　

調

成

胎

　

色

焼

精 々されて

いる

茶鵜色

良好

膨 琳

貼付文

箆ナデ 箆ナデ 3G拡

5 塊

】台土 精 々 され て

色調

いる

外―黒褐色

内一茶褐色

良好焼成

箆ナデ

日縁部 に櫛

状工具によ

る刺突文

箆ナデ

壷

1類 (第 1図 4) 壷の顕部から肩部にかけたあたりの破片と思われるもので、ボ芽ン状貼付文を特

徴 とする。

2類 (第 2図 1) 日辺部の破片で、ゆるやかに外反する。櫛状箆ナデ調整痕が外面に残 る。内外面

共に赤彩が施 されている。

3類 (第 2図 2)直 線的に開 く長い口辺 と、平底で球形胴のものが「 く」字状に接合 した形 のもの

である。内外面 ともに入念に箆磨を行ない、更に口縁部 と肩部付近に放射状暗文を施こしている。

4類 (第 7図 9) ゆるやかに外反 し、日縁部辺 りで短か く内弯するものである。 3類同様に内外面

を入念に箆磨 した後、更 に放射状暗文を施こ している。

甕

1図 (第 1図 2.3) 日縁部の細片であるが、過去 の調査例か ら球形胴の脚台付の甕 と考え られる

櫛状箆ナデが明際 に残 り、日唇部には、櫛状工具によると考えられる刻 目が施文される。

2類 (第 7図 1) S字 状口縁を呈する甕である。器肉が極めて薄 い。

3類 (第 2図 3) ややゆるやかに外反する日辺部である。口唇部の中央部が僅かに凹む。

4類 (第 2図 4.5)球 形胴の甕の肩部から口辺部の破片である。日辺部は、頸部がほぼ垂直 に立

ちあがり、日縁部に至 り短か く外反す るものである。肩部以下に箆削整形痕が認められる。また器肉が

厚い。
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5類 (第 2図 6)短 い□縁部が球形胴部より直接外反す るものである。箆ナデ調整が認められる。

6類 (第 2図 7)最 大径が胴部にある長胴形の甕である。日縁部は短かく外反する。内外面とも櫛

状箆ナデが明瞭に残るが、□辺部ではヨコナデで平滑にされている。

7類 (第 7図 13)□縁部は直線的に外方に開 く。胴部は偏球形を呈する。櫛状箆ナデ痕が残る。

靖 (第 7図 3)

日縁部を欠 く。胴部は偏球形を呈 し、小さい平底を形成する。外面は箆削後箆磨を施 し、内面は指頭

にて掻いている。

第 2表  グリッド内出土土器一覧表

挿 図
番 号

器 形

径
高
径

口
器
底

漣
∽

土器の観察 器 形 の 特 徴
調 整 グ

ド
土

ヅ

出
リ 備 考

外 面 内 面 底

第 2図

1 壷

11 0 艦
　
銅
触

精々されて

いる

赤色

良好

胴部以下を欠 く 縦位櫛状箆ナ

デ後□縁部に

ヨコナデ、軽

部下半に横位

箆磨、赤彩

磨

彩

箆

赤

100 赤 彩

101

1■ 1

54

土

　

調

成

胎

　

色

焼

精々されて

いる。

赤褐色

良好

「 く」字状を呈す る 縦位機吠箆ナ

デ後箆磨 、更

に日縁部と肩

部に放射状暗

文

箆ナデ、箆磨

更に日縁部に

放射状暗文

ヨナデ 44G

181 土

調

成

胎

色

焼

精 土々

灰褐色

良好、硬質

国唇郡にくびれ ヨヨナデ ヨコナデ 表  採

4 甕

1■ 6 土

調

成

胎

色

焼

砂粒が多t

禍色

良好

垂直に近い立上りの

頭部で、日縁部がや

や外方に開 く、球胴

形の養と思われる。

□縁部 ヨコナ

デ、肩部箆削

ヨ コナ デ 狙 G

197 土

調

成

胎

色

焼

砂粒が多 t

黒褐色

良好、硬 t

斜位櫛状箆ナ

デ後、日縁部

頃モ弔にヨコ

"

日縁部ヨヨナ

デ、胴部に横

位櫛状箆ナデ

表 採

15 0
上

調

　

成

胎

色

　

焼

砂粒が多い

外 ―褐色

内一灰褐色

良好

豆い口縁部、球胴形

の甕と思われる。

□縁ヨコナデ

胴部縦位箆ナ

デ

箆ナデ 13G

7

1■ 0 胎土 砂粒が多t

色調 褐色

焼成 良好

長胴形を呈する。 □縁部ヨコナ

デ、胴部縦位

櫛状箆ナデ

回縁部ヨコナ

デ、胴部櫛状

箆ナデ

表 採

壷 ?

76

土

　

調

成

胎

　

色

焼

比較的精 々

されている

赤裾色

良好

箆磨 斜位櫛状箆ナ
デ

箆ナデ 280

士電

71

土

調

成

胎

色

焼

砂粒が多い

赤褐色

不良歌弱

箆磨 箆磨 木葉痕 22G

壷

69

雌
　
鯛
触

精々されて

とヽる。

黒褐色

良好、硬い

縦位櫛状箆ナ

デ後箆ナデ

箆ナデ後、ら

線状に箆磨

墓削 表 採

11 浅鉢

22 0

(139)
土

調

成

胎

色

焼

砂粒が多t

黒褐色

良好

丸底 □縁部 ヨコナ

デ、胴部箆ナ

□縁部

ナデ、

箆ナデ

胴 部

29G
P

鉢

150
胎土 精々されて

いる。

外―褐色

内一黒色

良好

色 調

焼成

回縁 ヨコナデ

胴部 箆ナデ

後に縦位箆肖J

ヨコナデ箆ナ 表  採
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直□壷 (第 3図 10)

おそらく須恵器を模造 した器形 と考え られる。長 くゆるやかに外反する日辺部 と、小 さな平底を形成

する偏平な球形胴である。箆削後箆磨が施 される。

鉢

1類 (第 7図 2) 小形のものである。底か ら回縁部にかけて直線的に外方 に開 く。箆磨、櫛状箆ナ

デ痕が認められる。

2類 (第 2図 ■ )浅 鉢 と思われる。丸底で偏球形の胴部 と、肥厚 した口縁 とである。

3類 (第 2図 12)胴下半を欠 く。ゆるやかに外反する形態の ものである。外面に箆削が認め られる。

婉

1類 (第 1図 5) 口縁部の破片である。口縁部は大きく外反 した後、内屈する。口縁が内屈するあ

たりに櫛状工具と考えられる連続束1突文が施文 される。

2類 (第 3図 1) 半球形のもので、日唇部 は尖形を呈する。箆削後、内外面を箆磨する。

第 3表  グ リッ ド内出土土器一覧表

図
号

挿
番 器形 塚(暑創 土器の観察 器 形 の 特 徴

調 整 グ

ド

土

ッ

出

リ 備 考
外 面 内 面 底

第 3図

1

110
土

　

調

成

胎

　

色

焼

精々されて

tヽ る。

黒色

良好

半球形を呈する。国

縁部内弯

横位箆削後に

横位箆磨

横位箆磨

2

148
75

土

調

成

胎

色

焼

砂粒が多t

褐色

良好

半球形で殉式を呈する

日縁部は直線的に外

方に開 く。

□縁部 ヨコナ

デ、以下は横

位箆削

ヨコナデ、箆

ナデ

Ｇ

２

‐４

Ｐ ６

勺外面とも剤隧

い多い。

3

土

　

調

虚

胎

　

色

樺

砂粒を少量

合む。

赤褐色
息 tr、 顧 ぃ

丸 底 横位、箆削後

箆ナデ、赤彩

箆ナデ

赤彩

表  採

4

180
土

　

調

成

胎

　

色

焼

精 々されて

tヽ る。

赤裾色

良好

口縁部と器体部の境

あたりに箆削による

稜がある。

日縁部が外反する。

横位箆磨 横位箆磨 表 採

5

土

　

調

成

胎

　

色

焼

精々されて

いる。

黒禍色

良好

同上 箆削後に横位

箆磨

横位箆磨 表  採

6

140
土

　

調

成

胎

　

色

焼

精 々されて

t｀ る。

黒色

良好

同 上 黄位箆磨 横位箆磨 表  採

7

146
72

土

　

調

成

胎

　

色

焼

橋 々されて

ヽヽる。

黒色

良好

口縁部 と器体部の境

あたりに稜がある。

日縁部が内反する。

底部付近は箆

削後箆磨、他

は箆磨

箆磨

8

100
土

　

調

成

胎

　

色

焼

精々されて

いる。

黒色

良好

墓磨 箆磨

9

128
土

　

調

成

胎

　

色

焼

精 々されて

tヽ る。

黒色

良好

口縁部の内傾が著 し

t｀。

箆

そ

は
　
ヽ
磨

く

磨

箆

近

箆

は

部

後

他

底

削

の

箆磨

直
□
壷

土

　

調

成

胎

　

色

焼

精々されて

いる。

赤褐色

良好

頸部の長い口縁と、

偏平の胴部、小 さt

平底

頃部以上縦位

箆削、胴部下

半斜箆削、こ

れらの後箆磨

箆磨 箆削後箆ナ 12G 幕4図の 2

2と 共伴
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第 4表 グ リッ ド内出土土器一覧表

挿 図
番 号

器形

径
高
径

但
唱

藤
　
ω

土 器 の 観 察 器 形 の 特 徴
調 整 グ

ド

土

′

出

リ 備  考
外  面 内  面 底

第 4図

1 外
艦
鯛
賊

精 さ々れa立

赤褐色

良好

半球状、小 さな平底

状の底、口縁部内弯

箆磨 箆磨 箆磨 表採

2

119
49
38

催
　
帥
触

精 々されて

いる。

黄褐色

良好

同上 器体部下半は

箆削後箆磨、

その他横位箆

磨

器体部上半横

位箆磨、その

他箆ナデ

箆削後箆, 12G

3

14.0 雌
銅
触

精々土

赤褐色

良好

偏平の半球形状 箆磨 箆磨 10G

4

18 0 土

調

成

胎

色

焼

精 土々

暗褐色

良好

横位箆削後箆

磨

箆磨

5

14_8 土

調

成

胎

色

焼

精 土々

赤褐色

良好

□縁部が垂直に立上

る。

箆磨 箆磨 5G

6

120
41

土

調

　

成

胎

色

　

焼

精々土

内一黒色

外―暗褐色

良好

半球形 、丸底 横位箆削後箆

磨

箆磨

7

138 艦
鯛
賊

構々土

赤掲色

やや軟弱

ヨコナデ ヨコナデ 43G

8

126 艦
銅
棘

精 土々

黒色

良好

□縁部が垂直に近↓

状況で立上る。

底部箆削後箆

磨

盛磨

120 胎土 精 土々

色調 赤褐色

焼成 良 好

箆磨 箆磨

脚
射　・

土

調

成

胎

色

焼

精々土

赤褐色

良好

□縁部が垂直に近い

状態で立上る。器体

部中央付近に稜を有

する。

箆磨 箆磨

120 雌
帥
賊

精 上々

赤褐色

良好

箆磨 箆磨 21G

阿
ｍ
　
一

土

調

成

胎

色

焼

構 土々

赤褐色

良好

口縁部が内傾外反、

器体部中央付近に稜

がある。丸底

底部の箆削後

全面に箆磨

箆磨 12G

160 趾
　
鯛
触

雲母が少量

合まれる。

赤褐色

良 好

□縁部が外傾内反、

器体部中央付近に稜

がある。

箆磨 箆磨 16G

130 胎土 精 土々

色調 赤褐色

焼成 良 好

底部の箆削後

全面に箆磨

箆磨 21G

120 胎土 精 土々

色調 赤褐色

焼成 良好

箆磨 甕磨 19G

130 土

調

成

胎

色

院

精 土々

黒褐色

良好

日縁部が外傾、内反

器体部付近に明瞭な

稜がある。

口縁部ヨコナ

デ、底部箆削

後箆磨、稜は

箆削による造

出

室磨 表採
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図
号

挿

番 器形

径
高
径

国
器
底

協

土器の観察 器 形 の 特 徴
調 整 グ

ド

土

ッ

出

リ 備  考
外   面 内   面 底

V

188
41

土

調

　

成

胎

色

　

焼

砂粒が多い

外一赤褐色

内一暗褐色

良好

口縁部が外傾、内反

器体部付近に明瞭な

稜がある。

□縁部ヨコナ

デ、底部箆削

稜は箆削によ

る造出

箆ナデ

:: G

128 土

調

成

胎

色

焼

精 土々

赤褐色

良好

箆磨 箆磨 6G

150 胎土 砂粒が多い

色調 黒色

焼成 良好

底部箆削後全

面箆磨、稜は

箆削による造

箆磨

と4,0 雌
鯛
触

精々土

黒色

良好

箆磨

16.0 土々
色

好

精

黒

良

土

調

成

胎

色

焼

箆磨

128 土

調

成

胎

色

焼

精々土

黒色

良 好

箆磨

23

130 肌
帥
棘

精々土

黒色

良好

箆磨

24

128 胎土 精 土々

色調 黒色

焼成 良好

箆磨

独

上

土器第 5図 土 器 実 測

-34-
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第 5表  グ リッ ド内出土土器一覧表

図
号

挿
番

器形

径
高
径

□
器
底

顆
土器の観察 器 形 の 特 徴

調 整 グ

ド

土

ノ

出

リ
備  考

外   面 内  面 底

第 5図

1 高 杯

166
145
130

上

調

成

胎

色

焼

砂粒が多い

赤裾鷹

良好

半球形状の杯部 とラ

ッパ状に開 く脚部

杯部箆磨後放

射状晴文、脚

部箆削後箆磨

tFN部箆磨後放

射状暗文、脚

部指頭掻痕、

箆ナデ

4G

182 趾
　
鯛
航

精 々されて

いる

灰褐色

喜好

ITN底 部に段を有する ヨヨナデ、底

部に横位箆削

ヨ コナデ 表採

土

　

調

成

胎

　

色

焼

精 々されて

いる。

明褐色

良好

脚部に孔をもつ

(1子し)

麗削後 冤 ナデ 指頭掻反、横

位欄吠箆ナデ

27 G

東拡

4

124

土

　

調

成

胎

　

色

焼

精 々されて

いる

褐色

良好

長い脚と急激に開 く

裾部

箆削後箆ナデ

据部はヨヨナ

デ

指頭掻痕 とヨ

コナデ、ナデ

土

　

調

成

胎

　

色

焼

梧々されて

いる

明褐色

良好

長い脚の ものと思左

れる

箆削後箆磨 lgB頭掻反 21G

趾
　
銅
触

精々されて

いる

明褐色

良好

盛削後箆ナデ

くびれ部は箆

替

指頭掻痕 21G

腱
　
師
賊

精 々されて

いる

明褐色

良好

箆 ナデ、電 削 箆ナデ 1l G

8

土 襦 々されて

いる

褐色ITN部 内

黒色

良好

色調

焼 成

実中の長い脚 室削後箆ナデ 積任 庭日Wと 毘

磨

9 慇

116
上

　

調

成

胎

　

色

焼

橋 々されて

いる

茶褐色

良好

ヨコナデ、ナ ヨコナデ後 、

放 射状暗 文

0

土器第 6図 土 器 実 測 図

第 6表  グ リッ ド内出土土器一覧表

図
号

挿
番 器 形 塚橿3 土器の観察 器 形 の 特 徴

調 整 グ

ド

土

ノ

出

リ 備   考
外   面 内  面 底

第 6図

1 手を

50
54
34

土

調

成

胎

色

焼

砂粒が多t

黒褐色

良好

日縁部に指頭

押圧痕、箆ナ

デ

口縁部に指頭

翔陽虹それ以

下に指頭掻痕

箆ナデ 26G
P6

2 手担

胎土 精 々

色調 褐色

焼成 良好

霊ナ デ 脂顕 掻 反 霊ナ デ

-35-
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第 7表 グ リッ ド内出土土器一覧表

挿 図
番 号

【形 親謁 土器の観察 器 形 の 特 徴
調 整 出土グ

リッド 備   考
外   面 内  面 底

第 7図
1

甕 160 雄
　
銅
齢

砂粒、雲母
を合む

嗜褐色

S字状□縁甕の国縁

部

ヨコナデ ヨコナデ 30区 深さ(表土より)

35靱出土

鉢

76
45
33

土
　

調
成

胎
　
色

焼

きめの細か
い精 土々

淡褐色
やや軟弱

台形状の鉢形を呈する 凹豚耶川可苛S甲

央にへら磨き

胴部下半に不
明瞭な指頭痕

科位の櫛状ヘ

ラナデ(2段 )

と緻 桐甑ミ

ヘラナデ

対

30

土
　

調
成

胎
　

色

焼

精々されて
いる

黄褐色

良好

□稼部を欠 く、小 さ

な平底状である。や

や偏平胴である。

胴部の中央付
近より上半に
ヘラ磨 き、胴

部下半に横位
のヘラケズリ

指頭による掻

痕

ヘラナデ

4 器台

98 土

調
成

胎
色

焼

砂粒が多ヽ

褐色

良好

器形から高界でなく
器台と思われる。脚
部を欠 く、郭部中央
やや上部に稜が認め
られる̂

国縁部がヨコ

ナデ 器体部
下半がヘラケ
ズ リの後ヘラ
ナデ

ヘラナデ

高郭

土
　
調
成

惰
　
色

博

桶 々され て

いる

禍色

喜拝

脚部が下方に大きく
開 く

1/・ 部ヘラナデ

脚部縦位のヘ

ラケズリ後ヘ

ラナデ

邦部 ヘララ巧

脚部指頭掻痕
と馳 ヘラケ
ズリ

170
129
119

土

　

調
成

胎
　

色

焼

小石を少量

合む

赤褐色

良好

脚部の裾が大きく外

方に開く
杯部ヘラ暦き
脚部縦位ヘラ

ケズリ後縦位
ヘラ磨裾部横
位ヘラ磨

lTN部 ヘラ層
脚部粗いヘラ

磨

7

172 胎土 精 々されて
いる

色調 褐色
It虚  慮tT

脚部の秘が大きく外

方に開 く
横位ヘラナデ

後に縦位の放
状状暗文 (箆

磨)を施す

外面 に同 じ

142

庭　
銅
嚇

橋々され【
tヽ る

褐色

良好

岬 部 t/p佑 か 八 さ く外

方に開 く
艇位昆ケズリ

後縦位箆ナデ

裾部にヨコナ

デ

上部に切り収
り押圧 けこ「 し
ぼり周あり、
毯ナデ

界さ
30～ 35“

9 壷

106 土
　

調
脱

胎
　

色
樺

梧 々されて

い る

褐 色
F3b7で顧 ぃ

胴部以下を欠く くJ
字状を呈する

横位ヘラナデ

後に縦位の放
射状暗文 (箆

磨)を施す

外 面 に同 じ

邪

■ 2
購土 精 々されて

ヽヽる

色調 黒標色
焼成 良好

卜半封bを 欠く、日稼
が垂直に近 く立上が
る

ヨコナデ と器

体 部下半 に箆

肖」

ヨコナデ

土
　

調
成

胎
　

色
焼

橋 々されて
いる

黒色

良好

器体部中央よりやや
下方に稜をもつ。
国唇部が内傾する。

器体部下半が

斜位箆削他は

横位箆磨
黒彩

積位昆暦
黒彩

深 さ32盟

ぉ

ぅ

一

土
　

調
歳

胎
　

色

揮

橘 々 されて

tヽ る

黒色

息鮮

同   上 同   上 同   上

士電

156
胎土 橋々されて

いる

色調 外―黄褐色

内一灰褐色

焼成 良好

□縁部が直線状に立
上る。胴部がやや偏
平

国稼 部 ヨコナ

デ胴 部上半 に

横位櫛状箆ナ
デ、下半指頭
押圧痕

回縁部 ヨコナ

デ胴部斜位の

櫛状箆ナデ
外面に赤色顔や
の塗布痕跡あ上

抹

土
　
調
誠

胎
　

色
燥

構 々されて
も`る

黒色
虚解

辰が半底 状を二 す。

器体 部中央 やや下方

に稜 を もつ

底 部麗 削他 は

横位 箆磨

黒彩

横位箆磨

黒彩

箆 削 架 さ 18盟

郭

土
　

調
成

胎
　

色
焼

精々されて
いる。
黒色

良好
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土器第 8図 上 器 実 測 図
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第 8表  4号グ リッ ド出土土器一覧表

3類 (第 3図 2)半 球形で丸底を呈する。口縁部は僅かに外反する。箆削後箆ナデされる。

4類 (第 3図 3～ 6) 半球形で丸底を呈する。口縁部は外傾内弯する。また、日縁部 と胴部の境あ

たりに稜をもっている。 6は他のものに比べ丸味が強い。箆削後にていねいに箆磨が施 される。 3は 内

外赤彩、 5は内外黒色土器である。

5類 (第 3図 7) 2～ 4類同様球形胴を呈 し、日縁部下方に稜を有する。ただ日縁部が逆に内傾す

るものである。箆削後箆磨が入念になされる。

6類 (第 3図 8.9) 5類 に似るが、 5類 より更に内傾が強い。 なお 9は 8に以べ胴部が偏平であ

る。箆削後箆磨がていねいに施されている。

郭

1類 (第 5図 1.2) 底部から口唇部にむかいゆるやかに内弯 しながら立ちあが り、日縁部に至っ

て更に強く内弯する半球形を呈する。底は小 さい平底状を呈する。内外面ともに箆磨がていねいに施さ

れる。

2類 (第 5図 3.4) 底部より日唇部にむけてゆるやかに内弯 しながら立ちあがる大 きな口径 の盤

状のネである。 しか し回縁部は 1類のように内弯 しない。箆削後に入念な箆磨が施 される。

3類 (第 5図 5)底 部より口唇部にむかいゆるやかに内弯するものであるが、 2類 の様に盤状でな

く、かつ内面黒色のlTxで ある。箆削後に箆磨が施 される。

4類 (第 5図 6.7)底 部から回唇部にかけてゆるやかに内弯 し立上がり、口縁部に至り垂直ない

し内弯気味に立上がる盤状の郭である。箆削後に箆磨 または箆ナデを施こす。

5類 (第 5図 8。 9) □縁部 と胴～底部 との間に段ないし稜を有する部類の外であるが、稜ないし

段はそれ程明瞭ではない。□縁部はやや外反す る長い ものである。箆削後に箆磨がなされる。

6類 (第 5区 10～ 12、 第 7区 10)日縁部と胴～底部 との間に明瞭な稜が認められるもので、外反

ない し内傾外反する長い口縁 と比較的深い胴～底部を有す。箆削後 に入念に箆磨が施 される。

7類 (第 5図 13～ 16) 6類 に似るが、胴～底部が 6類より浅い盤状 のものである。箆削後に箆磨

が施される。

8類 (第 5区 17.19.20.22、 第 7図 14、 15)7類 同様稜を もつ盤状の邦であるが、回縁部が

7類 とは逆に内弯気味のものである。

図
号

挿
番 器形

径
高
怒

日
器
庫

漣
　
俯

土器の観察 器 形 の 特 徴
調 整 グ

ド

土

ツ

出

リ 備  考
外   面 内  面 底

第 8図
1 甕

塾

誘

ｎ

胎土 砂粒を多く

合む
外―茶褐色
内一暗褐色
息b7

色調

鮮 bl

長胴を呈する。最大

巾が回縁部にある。
底部粘土折返 し、ヨ
:ナデ

口縁部 ヨヨナ
デ、胴部 2段
縦位宜削

ヘラナデ 木葉痕 4G西
拡

カマ ド内出土と
思われる。

2

105
(850)
108

胎土 砂粒、雲母
が多い

外―黒褐色

内一褐色

良好

色調

焼成

長胴を呈する。
最大中が□縁部にあ
る。

縦位欄吠 昆ナ
デ、胴部下位
は縦位箆削後
に櫛状箆ナデ

を施す。□縁
部 ヨコナデ

ナ
横

デ

コ
は
ナ

ヨ
部
箆

部
胴
状

稼

ヽ
櫛

ロ
デ
位

3

101

胎土 砂粒を多く
合む

黒褐色

良好

調
成

色
焼

長胴を呈する。
日縁部を欠 く。

斜位の荒い箆

自」
硬包 櫛状 毘 サ

デ (不鮮 明 )
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土器第 9図  土 器 実 沢1図 (4号グ リッ ト内出土土器 )

また底が平底状を呈するものが多い。箆削後に箆磨が施される。また第 7図 の 14.15は 内外黒色土器

である。

9類 (第 5図 18。 21.23.24、 第 7図 ■。,12)8類 に類似するが、 8類 より口縁部が長 く、か

つ外反が強い。稜は箆削のものが多い。底部は7類同様に平底状のものと、丸底のものがある。箆削後

に箆磨が施 される。なお第 7図 11.12は 内外黒色土器である。

器台 (第 7図 4)

器受部だけで、脚以下を欠 く。器受部底部を箆削後に全面に箆ナデを施 している。

高 ITh

l類 (第 4図 1) 郭部は播鉢状を呈 し、外面には段をもたず内弯するもの。脚部は上方より据広が

りに開き、据部は水平である。杯部は箆磨後放射状暗文を施す。脚部は箆削後箆磨がていねいに行なわ

れる。

2類 (第 4図 2.4～ 6、 第 7図 7～ 8)郭底部の接合部に明際な段を有 し、そこでいったん内屈 し

てす ぐ再び屈折 して上方口辺に至 り、更に僅かであるが口縁部が内屈する。脚部は中膨みで、据部が長

手で急激に外反する。外部は底部が箆削された後箆磨を施す。更に第 4図 7の ように放射状暗文を施す

例がある。脚部は箆削後箆磨ないし箆ナデがなされる。

第 9表  4号グ リッ ド出土土器一覧表

挿 図
番 号

器 形
翁
剛

但
幡

漣
　
∽

土器 の観察 器 形 の 特 徴
調 整 グ

ド

土

タ

出

リ 備   考
外   面 内  面 底

第 9図
1 甕

24 8 土

調
耐

胎
色
樺

小石を合む
茶褐色
息 b7

胴部以下を欠く、長
胴の甕の日縁部と思
われるh

ヨコナデ ヨコナデ横雹

櫛伏箆 ナデ

4G酉
拡

2 徳
器
甕

土
　

調
成

胎
　
色

焼

白色砂粒を
合む

灰色

良好

交差平行 多 き 青海波文
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3類 (第 7図 6) 2類 に似るが、 2類

より杯部が深いものでかつ、脚も短か く上

方より裾広が りに開 くものである。琢底部

より脚に箆削がなされ更に箆磨が施される。 土器第10図  土 器 実 測 図

第 10表  グ リッ ド内出土土器一覧表

図
号

挿
番

器 形 報娼創 土器の観察 器 形 の 特 徴
調 整 出土グ

リッド 備  考
外   面 内  面 底

第 10図

1 杯
蠅
一　
一

雌
　
鰤
賊

精 々されて

いる

褐色

良好、硬い

蒟端 に丸味を もつ大

きな平底

ヨコナデ ヨコナデ 手持回転餐

肖可

7G

脚内面にヘソが見 られる。

4類 (第 4図 3) 中膨 の脚 と思われる。中央部に一孔が穿れている。郭部内面の平担部が広 い。箆

削後箆ナデがなされる。

5類 彿 4図 7) 脚部が実中 (棒状)の ものである。箆削後箆ナデをなす。杯部内面底部は黒色で

ある。

6類 (7図 5)薄 手 の作 りで、郭部および脚部が裾広が りに開 くものと思われる。箆削後に箆ナデ

がなされ る。

手裡吐器 (第 6図 1.2) 小形のもので内面に指頭掻痕が明瞭に認められる。

須恵器 (第 9図 2) 大甕の底部破片である。外面は平行タタキロ、内面が青海波文 のタタキ整形で

ある。

歴史時代の土器

皿

l類 (第 11図 1。 2) 玉縁状口縁の浅い盤状のものである。器体下半に斜位 の手持箆削が施 されて

いる。

2類 (第 11図 3-7) 1類 同様に玉縁状回縁の浅い盤状のものであるが、内面中央部付近に「 くび

れ」が存在するものである。更に器体部下半はロクロ回転箆削である。底 もロクロ回転箆削される。

3類 (第 11図 8～ 12) 2類 の「 くびれ」が見られないもので、他は 2類に同 じである。

4類 彿 15図 1) 土師質の皿形土器である。玉縁の口縁部を形成する。ロクロ水引きで、底は回

転糸切未調整である。また底部外周に近い部分に同心円状の溝が回っており、製作方法によるものと考

えられる。

ネ

1類 (第 10図 ) 底径が□径に近い大きな平底の郭である。底の端は角張っている。口縁は直線的に

外方に開くが、僅かに内反も見られる。口唇部は尖形をとる。底部には手持箆削が認められる。

2類 (第 11図 13～ 15)玉縁状□縁のやや偏平な界の一群である。器体下半部に斜位の手持箆削が

なされる。底は 13が糸切後回転箆削される。
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挿 図
番 号

岳形

径
高
径

□
器
底

釈
上器の観察 器 形 の 特 徴

調 整 出土グ
リッド 備   考

外   面 内  面 底

第■図
1 皿

15 2 胎土 精 さ々れaる
色調 明褐色

焼成 良好

口縁 部玉縁 □縁部 ロクロ

水引、器体下

半斜位箆削

ロクロ水引 表採

2

162 土

調
　

成

胎
色

　
焼

精 さ々れaヽる
外―明褐色
内一赤褐色
良好

2r O

西拡

3

144
21
62

艦
帥
鰯

精 計々Xt嬌
黒褐色

良好

]縁 部玉縁、内面中

R付近に明瞭なくび

n

□縁部ロクロ

水引器体下半

横位回転箆削

同心円状暗文
箆削 (糸 切

痕は分 らな
とヽ)

4 艦
鯛
触

粋 納 鳳 汚

褐色
良好

ロクロ水引 ロクロ回転
箆削

25 。

26G

胎土 精 耕々凛 h/D

色調 赤裾色
焼成 良好

口縁部丸縁、内面中

央部付近に明瞭なく
びれ

箆肖」 26G

6

土

調
成

胎

色
焼

粋しさオⅨ■ち

褐色

良好

日縁部玉縁、内面中

央部付近に明瞭なく
びれ

□縁部ロクロ

水引、箆ナデ 同心円状暗文 手持回転箆

肖」

27G

7

胎土 精 さ々れaる
色調 褐色

焼成 良好

□縁部ロクロ

水引、器体下

半横位回転箆

音」

ロクロ回転
箆肖U「一」
の線刻

27G

胎土 精 さ々れaる
色調 褐色

焼成 良好

□縁部玉縁、内面中

央部付近のくびれは

不鮮明

ロクロ回転
箆削

148 胎土 精 樹々τ雹 る

色調 明褐色

焼成 良好

ロ クロ水引 25G

140 胆
銅
触

精 だ々珀怠 るヽ

赤褐色

良好

26G

142
26
60

胎土 精 執々Xtる
色調 明灰色

焼成 良好

ロクロ回転
箆肖U

27G

132 胎土 砂粒を合む
色調 外一赤褐色

内一切褐色
焼成 良好

Ｇ
拡

２８
西

抹

胎土 砂粒を少量

合む
色調 赤褐色

焼成 良好

□縁部玉縁 日縁部ロクロ

水引、器体下

半斜位手持箆
肖可

ロクロ水引 糸切後に回

転箆削

A

14

142 上
調
　
成

胎
色
　

焼

精 さ々れaる
外―明褐色

内一赤褐色

良好

280

120 胎土 精 ゼ々索怠 渇

色調 赤褐色

焼成 良好

日縁部ロクロ

水引、器体下

半は斜位箆削

後底に近い方
を回転箆削

6G

112 土
調
成

胎

色
焼

精 さ々オて tる

赤褐色

良好

口縁部ロクロ

水引器体下半

斜位手持箆削

10G

11 2 腿
師
棘

精 寸々 Xtる
赤褐色

良好

5G

第 11表  グ リッ ド内出土土器一覧表
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図

号

挿

番 器形 顆E2
土器の観察 器 形 の 特 徴

調 整 出土グ
リッド 備   考

外   面 内  面 底

土
　

調
成

胎

　
色
焼

砂粒を少量

合む

明褐色

良好

口縁部玉縁 □縁部ロクロ

水引器体下半
斜位手持箆削

ロクロ水引 箆削 25G

120 土
　

調
成

胎
　

色

焼

砂粒を少量

合む

切褐色

良好

29G

128
39
52

胎土 精 さ々れaる
色調 掘色
焼成 良好

122 胎土 砂粒を少量

合む
色調 引報胞
焼成 良好

250
西拡

22

120 胎土 精 き々″てtる

色調 赤褐色

焼成 良好

8G拡

土

調
成

胎
色

焼

精 さ々れaる
赤褐色

良好

Ｇ
拡

２６
西

124
胎土 砂粒を少量

合む

外―赤褐色

内一淡褐色
軟弱

色調

焼成

26G

3類 (第 11図 16～ 24、 第 12図 1.2) 玉縁状口縁のもので、2類 より深い形態である。器体下半

に斜位箆削がなされる。底は箆削であるが、回転か手持か区別できない。

4類 (第 12図 3～ 6)丸 縁状日縁を呈す ものである。 また底径 も嬰分大きいように見 うけられる。

器体部下半に斜位箆削がなされる。底は箆削のものと回転糸切未調整のものとがある。

5類 (第 12図 7～ 10)玉縁状口縁を呈するもので、底は日径に比べて小 さい。器体下半に斜位箆削、

内面 に放射状暗文が施 される。底は糸切後全面を手持箆削ない し箆磨 している。

6類 (第 12図 11～ 12)丸縁状国縁部のもので、底径 も幾分大きいものである。器体下半に斜位箆

削、内面に放射状暗文がなされる。底は回転糸切後その周辺ないし全面を手持箆削する。

7類 (第 12図 13)玉縁状の回縁で、底が僅かに台状を呈する。器体部は箆削は認められずロクロ水

引痕が存在する。底は回転糸切未調整である。

8類 (第 13図 1)高 台付杯である。高台部は削出しによるものである。

鉢

1類 (第 12図 14～ 15)玉縁状口縁をな し、器体下半に斜位箆削がなされている。

2類 (第 12図 17)玉縁状回縁をなし、器体下半に斜位箆削は見 られない。

3類 (第 12図 16、 19)口 縁は玉縁ない し丸縁を呈するが、器体下半はロクロ回転箆削される。内面

黒色土瀑である。

4類 (第 12図 20) 玉縁日縁で器体部下半には斜位の箆削が見 られる。内面黒色土器である。

5類 (第 12図 18～ 19)玉縁状口縁を呈 し、器体部下半はロクロ回転箆削 される。内面は放射状暗

文が施 される黒色土器である。
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図
号

挿
番 器 形

径
高
径離 土器の観察 器 形 の 特 徴

調 整 グ
ド

土

ノ
備   考

外   面 内  面 底

第 12区

I 郭

130 土
　

調
成

胎
　
色

焼

砂粒を少量
合む
赤褐色
軟弱

□縁部玉縁 □縁部・ロク
ロ水引器体下
半に斜位箆肖」

ロクロ水引 26G

2

ｎ

４

５

土

　

調
成

胎
　

色
焼

砂粒を少量

含む

赤褐色

良好

箆 削 5G

3

lZ 0

( 44)
52

胎土 砂粒を少量

合む
外一赤褐色
内一淡褐色
軟弱

色 調

焼 成

日縁部丸縁 箆 削

回転糸切未
調整

25G

胎土 砂粒を少量

合む
色調 淡褐色
焼成 軟弱

26G

110 胎土 精 討々頂いる
色調 赤褐色
焼成 良好

26G
西拡

i12 土

調
　
成

胎
色

　

焼

砂粒が多い

外一茶褐色
内一灰褐色
良好

2B G
西拡

7

110 胎土 構 さ々れQる
色調 赤褐色

焼成 良好

□縁部玉縁 ロクロ水引後

花弁状暗文

6～ 1

G表

8

‐２

４

４

土
調
成

胎
色

焼

精 さ々れQ嬌
赤褐色

良好

糸切後箆磨 26G
百P3

l14
42
44

胎土 砂粒を少量
合む

色調 赤褐色
焼成 良好

全面手持箆
肖」

Ｇ

２

２６

Ｐ
ｌ

112
36
52

胎土 精 耕々kt落
色調 褐色
焼成 良好

電 削 27G

一　
一
制

土

調
成

胎
色
焼

精 さ々4LQる
茶褐色
良好

回転糸切後
周辺を手持
箆削

5G拡

胎土 精 納々 怠 嬌
色調 褐色
焼成 良好

□縁 部尖縁 回転糸切後
全面を手持
回転箆脅」

28G
西拡 P

３

■

＆

胎土 精 計々砲 る
色調 赤褐色
焼成 軟弱

口縁部丸縁、底が台
伏に近い

ロクロ水引 回転糸切未
調整

28 G
P2

152 土

　

調
成

胎
　

色

焼

砂粒を少量

合む
灰褐色

良好

口縁部玉縁 □縁部ロクロ

水引器体下半
斜位箆削

29 G 鉢とも考えら
れる。

152 胎土 精 さ々れaる
色調 褐色
焼成 良好

やや器肉が厚

t｀

172 土

調
　

成

胎

色
　

焼

精 さ々れ怠 お
外―褐色
内一黒色
良好

口縁部丸縁 □縁部ロクロ

水引器体下半
横位回転箆削

1l G

160 胎土 精 だ々珀■ %
色調 赤褐色
焼成 良好

□縁部玉縁 ロクロ水引 33G

第 12表 グ リッ ド内出土土器一覧表
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図
号

挿
番 器形 硲絲

瞼
輝　⑭

土器の観察 器 形 の 特 徴
調 整 グ

ド

土

ッ

出

リ 備   考

外  面 内  面 底

15 6

59
6.4

雌
鯛
　
爾

精 さ々オτてtる

外―赤褐色

内一黒色

良好

口縁玉縁 ロクロ水引

器体下半横泣

回転箆削

後射状暗文 糸切後回転

箆削

2B G

19

150 土

調
　
成

胎
色

　

焼

精 さ々れaる
外一赤褐色

内一黒色

良好

ロクロ水引 ロ クロ水引 26G

16.0
胎土 精 材々【寺ち

色調 外―赤褐色

内―黒色

焼成 良好

口縁部ロクロ

水引 器体下

半に箆削

9G 内面に不鮮明
であるが、暗
文あり

170
5.3
70

土

調
　
成

胎

色
　

焼

精 納々 恩 お

外―赤褐色

内一黒色

良好

回縁部ロクロ

水引器体下半
に横位回転箆

肖」

放射状暗文
糸切後、回

転箆削

。

４

６

Ｐ

郭蓋

1類 (第 13図 2～ 12)擬 宝珠のつまみのもので、日縁が嘴状を呈する。天丼部に近い部分に回転

箆削が見られ、それ以下は箆ナデとなる。

2類 (第 13区 13) 日縁が長 い嘴状を呈 しかつ厚手のものである。

3類 (第 13図 14) □縁部の嘴状がほとん ど見 られない類である。

甕

1類 (第 8図 1.3)最 大径が口縁部にある長胴形の甕である。胴部は僅かに認められる肩部か ら

ゆるやかにかつ直線的に収縮 し底に至る。口辺部は、長い頸部を経た後に外反する。外面は箆削整形痕

が明際に残る。内面は箆ナデ、底は木葉痕である。

2類 (第 8図 2、 第 9区 1) 8類 同様に長胴形の甕である。最大径 は口縁部にあるものと思われる。

器肉が薄く箆削整形された後に箆ナデ調整が施されている。

その他 (第 2図 8～ 10)甕あるいは壷の底で木藁底である。

3類 (第 13図 15)小 形の甕である。内外面とも櫛状箆ナデが顕著に見られる。

4類 (第 13図 16～ 17)肥厚した口縁部のものである。櫛状箆ナデが内外共に顕著に見られる。

5類 (第 (第 13図 16～ 17)外反の強い薄手でかつ長手の回縁部である。

その他 (第 13図 19～ 2Cl) 櫛状箆ナデが顕著に見られる甕の底部である。木葉底である。

羽釜 (第 14図 1)羽 釜の国縁部破片である。□唇部は内屈 している。内外面に櫛状箆ナデが顕著で

ある。

陶器類

須恵器の係 (第 14図 2)邦 蓋 (第 14図 3)、 長頸壷 (第 14図 6)が ある。

灰釉陶器は破片が15片 得られたが、図上復元できたのはわずか 1点である (第 14図 4)。 また縁釉陶

器片 も5点ほど得られたが図上復元さえもできない細片であった。

磁器として青磁の底部片 (第 14図 5)が出土 した。

(3)

弥生式上器として第 1図 1の甕があげられる。櫛描波状文等を施文 した特徴ある土器で、長野県下の

箱清水式土器の系統に属するもので、弥生時代後期後半頃に置かれるであろう。この手の土器は古くは

北巨摩郡高根町、宮地遺跡その他などから少量発見されていたが、近年に至り、東八代郡一宮町 .田村
(1)
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挿 図
番 号

器 形

笹
高
径

□
器
底

協
土器の観察 器 形 の 特 徴

調 整 グ

ド

土

ノ

出

リ 備   考
外   面 内  面 底

第13図

1 杯

65

胎土 砂粒を多量
に合む

色調 外―赤裡色

内一淡褐色

焼成 やや軟弱

葛台付 ロクロ回転箆

肖」

ロクロ水引 ロクロ回転
箆削
削出 し高台

26G

2 杯蓋

胎土 精 さ々れてtお

色調 明灰色

焼成 良好

擬宝珠形 ロクロ水引 ナ デ 25 G

3

胎土 精 さ々れaお
色調 赤褐色

焼成 良好

2G

4

胎土 本静 計τ怠 嬌

色調 暗褐色

焼成 良好

つまみ部ナデ

ふのつまみ部
との接続付近
箆削、その他
ロクロ水引

ナ デ 28G

胎土 精 ど々蜘怠 お

色調 赤禍色

焼成 良好

上部に浅い沈線 ナ デ ナ デ 260

胎上 石争 訥 ζ るヽ

色調 赤褐色

焼成 良好

擬宝珠形 ナ デ ナ デ 27G

7

1■ 0 胎土 精 却々 る

色調 赤褐色

焼成 良好

□唇部外面に浅い沈

線

ロクロ水引 ロクロ水引 8G拡

16.0 土

調
成

胎

色
焼

構 §々″Qる
赤襴色

良好

ロクロ水]I、

上半はロクロ

回転箆削

26G

12 2 胎上 構 さ々れ亀 嬌

色調 明褐色

焼成 良好

ロク ロ水引 12G

10

160 胎土 精 さ々れa嬌
色調 赤褐色

焼成 良好

26G

160 胎土 砂粒が多い

色調 暗褐色

焼成 良好

ロクロ水引、
上半1ま ロクロ

回転箆削

26G

16.6 土

調
成

胎
色

焼

精 勒々 毬 るヽ

赤褐色

良好

280

16 4 胎土 精 納々 歴t落

色調 褐色

焼成 良好

ロクロ水引 〃 G

14

166 胎土 精 ヨ々肺aる
色調 褐色

焼成 良好

27G
東拡

霊

143 胎土 砂粒が多 t

色調 赤褐色

焼成 良好

小形の豊 と思われる □縁部 ヨコナ

デ、胴部縦位

櫛状箆ナデ

□縁部横位櫛
状箆ナデ、胴

部箆ナデ

29G

262 胎土 砂粒、金雲

母が多い

色調 赤褐色

焼成 良好

肥厚 した短い口縁 □縁部ヨコナ

デ胴部縦位櫛

状箆ナデ

横位櫛状箆ナ
デ、箆ナデ

6G

26 0 胎上 砂粒が多い

色調 赤褐色

焼成 長好

ヨコナデ ヨヨナデ 9G

22 0 胎土 精 さ々れa嬌
色調 淡褐色

焼成 良好

ヨヨナデ ヨ コ ナ デ 100

第 13表 グ リッ ド内出土土器一覧表
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号

挿

番 器 形
径
高
径′

□
器
底

撮
土器の観察 器 形 の 特 徴

調 整 グ

ド

土

ノ

出

リ 備  考
外   面 内  面 底

甕 一　
一
関

胎土 砂粒、雲母
を合む

色調 茶褐色
焼成 良好

縦位櫛状箆ナ
デ

横位櫛状箆サ 木葉痕 3G
東拡

20

100

胎土 砂粒を多量
に合む
黒褐色
良好

色調
焼成

木葉痕 27G

ξ鸞歩最締 !毛多♂唇量蟹票言二をぞ藍富
こ
とテ〒吾已こ轡二慧畳盈保摺壱身辱撮」与Cは

様に本県に於いて箱清水式上器系統 の文化の強い浸透性が指摘できるようである。

古墳時代の上器のうち、壷 1.2類 、甕 1,2類 、鉢 1類、婉 1類、高杯 6類、器台、靖などが古墳
時代前期の南関東地方編年の五領期の土器に比定 され るものであろう。近年山梨県下に於いてもこの時

馨:尋争著
g匿

耳↑
雪専携

'自

与災;堀愚酵唇暫曽な普穏長ぞぢ身と長とi§俗書啓暑俳佗抹翻
軒にのぼる五領期 の住居址が発見 されるところとなり、編年等の確立が待 たれるところである。

さて、本遺跡 より出土 した五領期に比定 される土器の うち、甕 2類、鉢 1類、器台、高杯などは前記

諸遺跡か ら例外な く発見 されているものである。 しか し壷 1類 、甕 1類、婉 1類などについては類例が

乏 しく、西田遺跡を除いては確認 されていなし、 壷 1類 は、西田遺跡の ものはボタン状貼付文の下方に

小刻みの波状文などで施されている。甕1類は、西日遺跡に於いて比較的豊富に得られているが、その
伴出関係にっいては現在分析中であり報告書にまたなければならないが、本遺跡の第 30図こ於いて地表
下 3.5物付近で甕 2類 (s字状日縁甕)と伴出しており、その関係について漠然ながら推定できよう。
婉 1類 も西田遺跡において類似品が少量確認されているが、西田遺跡のものは爪の先を押あてて文様を
施 しているものである。

甲府市内では、伊勢町遺跡、甲府工業校庭遺跡などに於いて甕 2類は確認されているが、壷 1類、甕
1類、娩 1類は見られなして

)湯
田町遺跡に於いぞ基 1類 に類似する台付甕が発見されたが、伴出品には

甕2類は見られない。かつ、西田遺跡に於いては見られない壷形土器などが一緒に発見されており、遺
跡の様相の違いが看収されよう。

壷 3.4類、甕 3類、鉢 3類、婉 2、 3類、高郭 1～ 5類などは南関東地方編年の和泉期に比定され
るものであろう。

本県において和泉期に比定される遺跡の組織的調査は皆無に近 く、本県土師器研究の空白ともいえる

唇桝ご8三ねFぞ港播旨号:l括
こ撤ξ手夕洋F]を搭与辞酢縁と兵昂唇尉号F!ム:G信学毎こ号写I骨

赤井遺跡、御坂町成田地内、江原遺跡などに類似品が見 られ、壷 3.4類 、甕 3類、鉢 3類 と共に和泉

期に比定 される土器 と考えても大過ないであろう。

しか し、 2.3類 については、次の鬼高期の上器 の範時に も類似品が見 られるものであり、明確な

区別は難 しいところである。

甕 4～ 7類、鉢 2類、婉 4～ 6心 郭 2～ 9類、直口壷、須恵器大甕などは、南関東地方編年の鬼高期
に比定 され る土器 と考え られるものである。本県に於ける鬼高期の上器編年が末木健氏によってなされ

(13)
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10 av

土器第14図  土 器 実 測 図

更にその後、御坂町郷土遺跡の調査が行なわれるなど、比較的資料にめぐまれている。 しかし、甲府市
(14)

内に於いては良好 な遺跡 は確認 されて いない。末木氏編4P等 に従 って分類す ると、郭 1.6類 及び直 口

壷 が鬼高 I期前半、甕 4類が I期 後半～Ⅱ期前葉 、甕 6類がⅡ期中葉以降、郭 5。 7.8類 が I期前葉

以降～Ⅱ期中葉以降に比定 され よう。更 に郷土遺跡出土品はⅡ期中葉以降の小池区土取場遺跡以降に編

年的位置を与えるのが妥当 と考え られ るもので、ネ 2.3.4.9類 な どが該当 しよ う。

第 14表 グ リッ ド内出土土器一覧表

図
号

挿
番 器 形

起
唱

渡
　
∽

土器の観察 器 形 の 特 徴
調 整 出土グ

リッド 備  考
外   面 内  面 底

第14図

1 羽 釜

30 2
上

調
　
成

胎
色
　

焼

砂粒が多い
外―暗4Bt
内一黒色
良好

ヨコナデ及び

縦位櫛状箆ナ
デ

ヨコナデ、程
位櫛状箆ナラ

21G

意

郭

須

器

148 土

調
成

胎
色

焼
黒灰色

良好

□縁 部 が尖縁 ロクロ水引 ロ クロ水引 10G

杯蓋

146 胎土
色調 黒灰色

焼成 良好

26G

頃ビ
菜

一
望

胎土 砂粒を少量

合む

色調 灰白色

焼成 良好

6G 外面に自然釉

付着

靱
鰯
皿 62

土
　

調
成

胎
　
色

焼

きめが荒 く
やや粗

良好

高台付 ロク ロ水引 ロクロ水引 箆ナデ 勺外面に灰釉

青磁

68

胎土 白陶質

色調 うぐいす色

焼成

15G
東拡
P8
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婉 4～ 6類については、明確な資料が確認されていな

いが、東八代郡境川村 .蘇在家遺跡に於いて婉 4類 の類
(15)

似品が出上 している。蘇在家遺跡の上器群は、小地区共

同土取場遺跡に近いものであり、婉 4類 もその付近に置

かれるものであろう。婉 5～ 6類の器形が、切確にされ

たのは今回の調査が初めてのものであろう。この器形は

本遺跡のある校庭に昭和 45年 に下水管布設工事 の際に

発見 された土器の中にも数多く認められているものであ

り、特徴的存在のものと考えられる。 しか しその編年的

100η

土器第15図  土 器 実 測 図

位置は今後にまたなれればならないし、その分布について も同様なことがいえよう。

鬼高期の土器にっいて見てきたが、特に甕にっいては盆地西部と東部 との間に少差であるが様相の差

位が観収 されるところであり、東部地域の編年が必要 と思われる。

歴史時代の上器 としては、南関東地方編年の真間期および国分期の土器などが確認されている。

甕 1、 2類、郭 1類は、真間期に比定 される土器 と考え られる。郭 1類 は大きな平底であ り、底の両

端が角ばるもので、本県土師器編年に於ける晩期 I-3式 に刻当するものと考えられ るものである。(16)
皿 1～ 3類、郭 2～ 8類 、鉢 1～ 5類、 蓋 1～ 3類 、甕 3～ 5類、羽釜は、いずれも国分期に比定

第 15表 グ リッ ド内出土土器一覧表

挿 図
番 号

器形

径
高
径

□
器
底

顆

土器の観察 器 形 の 特 徴
調 整 グ

ド

土

ツ

出

リ 備   考
外   面 内  面 底

図・５

１

第

帥
罠
皿

11 9

28
50

胎土 砂粒を多く

合む

色調 淡褐色

焼成 良好

口縁が玉縁に近い ロクロ水引 ロ クロ水 引 回転糸切未

調整

9G西 底は円柱より作

り出したものと

考えられる。

されるものと考えられる。本県土師器編年にあてはめると、皿 2。 3類が晩期工 3～ 4式、皿 1類が晩

期 正-4式、ネ 46類が晩期Ⅱ-3式、 邦 2.3.4類 が晩期Ⅱ-4式、外 7類が晩期Ⅱ-5式、鉢

及び杯蓋は晩期 Ⅱ-3～ 5式、甕 5類が晩期エー3式、甕 4類が晩期エー5式、羽釜が晩期エー 5式 に

比定できるものと考えられるが、組合せ等が不明であり決定的なものとはいえない。 しか し、ぃずれに

せよ晩期エー3～ 5式 の間に比定 されるものが、その大部分を占めていることは事実であろう。

本時期の土師器に伴 うものとして縁釉陶器、灰釉陶器などが出上 している。縁釉陶器は胎上 の硬い篠

岡窯系統のものと、胎土が軟弱な鳴海窯系統のものが見 られる。灰釉陶器類は永田古窯llL製 品と考えら

れる破片が少量認められるが、その多くは黒笹 90窯製品 と考えられるものが占めてるようである。

土師質土器の成形について

皿 4類は、土師質土器であり、底は糸切未調整のものである。土師質土器は晩期エー 5式頃より上師

器に伴 って出現することが確認 されているが、本類は形態か らすれば、晩期 エー 6式以降に位置ずけら

れるものと思われる。

特に本類の成形は、これまでの本県における土師器の中においてこれまで確認されていない注目すべ

きものである。それは、底の内側 5物 /物 前後に 1周 する凹が円形に回るものであることと、この凹の

内側 と外側に見られる回転糸切痕が同時のものでかっ同一軌跡をもつ ものであることか ら、今までの粘

土塊引出 し成形では説明のつかない ものであり、おそ らく 1周 する凹が円形に回るところか ら、底は円
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形の別作 りのものに杯部が付けられたものと思われる。 この様な成形は服部敬史、福田健司氏によって

最近確認 され提唱されている「底部円柱づ くり
士杵 |｀

われる製件工程 に見 られるものであろう。両氏の

工程は、まず粘土塊からロクロ回転により底部の円柱をつ くり、この円柱に別に用意 した粘土紐を接合

しロクロにて巻きあげ、更にロクロ回転を利用して、整形、調整 し、最後に糸にて底部を切 り離 し、製

品が完成するものである。この工程からすれば、本類の底に見られる1周 する凹はまさに円柱の痕跡で

あり、内面は整形および調整により円柱の痕跡が見られない平滑な仕上げであることが、「 底部円柱づ

くり」とすることを妥当としよう。また同氏等は「円柱づくり」カベどの辺まで逆のぼり得るのか淡討さ

れているが、本県に於いても同様に本類の上器より更に逆のぼる晩期Ⅱ-3式頃の邦底部が円形に剥落

するものが見られ、あるいは、この時期頃まで起源が逆のぼる可能性が考えられる。

(4)第 12区 出土土器

第 3図 10の直□壷、第 4図 2.12の 外 (不 1.6類)は、直口壷を最下段に邦1類、外6類 の順序

に重ねた状態で発見 された一括資料である。邦 1、 6類は、南関東地方編年の鬼高期に比定される土器

であり、しかも古手の時期に置かれるものであることは先に述べたとおりである。

(5)第 30区出土土器

本区は、 第 30区 グリッドに接して東側に掘られた工事用の溝であるが、地表下35物 まで掘りさげ

られており、かつ幾つかの文化層が確認されるなど、文化層と環境の関連を知ることができるものであ

ろうし更に、甲府市内に於ける今後の遺跡調査に貴重なデーターを与えてくれよう。本区は地表下 3.5

ηで五領式期に比定される土器 (第 7図 1～ 5)と 和泉式期に比定される土器 (第 7図 6～ 10)が出

土している。地表下 3.2陶 ～ 3靱で鬼高式期に比定される土器 (第 7図 11～ 13)んS出土 している。地

表下1.8η でやはり鬼高式期に比定される土器 (第 7図 14～ 15)カベ出土 している。地表下約 08解で

国分式期に比定 される土器が出土 しているが、細片のため図示してない。

本区の鬼高式期に比定される土器は、下層より杯 9類、砂層と腐食土層の互層を経て上層に郭8類が

認められ、仮に順序の逆転なく推積したものとすればも杯9類 郭8類の新旧関係が指摘できる。
・
郭 8

類は、本県土師式土器編年の晩期 I-1式 (真間式期の古手)に位置づけられている にも稜が認められ
(18)

その連続性が認め られ、新旧関係が妥当性を持つ ところとな る。 しか し、郷土遺跡出土土器の中には不

9類の類似品は見られるもののL邦 8類は認めることができなく、現在までのところ住居址出土品に於

いては連続性が確認されるまでには至っていない。そ して、鬼高式期の終末 についてはそれ程明確にさ

れていないのが現状であり、次の第 4区出土甕に伴 うネ類の形態の確認が待たれるところである。

(6)第 4区 出土土器

第 8、 9図 は、第 4区 の焼土付近か ら一括 して発見 された土器群である。南関東地方編年の真間式期

に比定 されるものであろう。甕 8、 9類はいずれも長胴形の長甕であり、最大径 も口縁部に認められる

ものである。界についてはL残念ながら確認 されていない。長胴の甕 8.9は 郷土遺跡 より更に下降す

るものと考えられ、過去の編年 において晩期 I― l式以前に更に刻当する形式の存在を指摘 しておいた

が、本区出土の甕は晩期 I-1式 とした甕類にも類似点が見 られることなどから、晩期 I-1式 以前年

置かれる可能性の強いもので、かつ鬼高式期終末との関係について伴出する杯と共に資料の増加が待た
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れるものである。
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第14図 第27区 ～第30区微細図 <国分期に於ける土器分布状況>
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第12図 第22区～第23区微細図

第15図 第12区微細図 <クルミと土器の分布状況>  あ
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第四節 朝気遺跡出上の石器
朝気遺跡から出上 した石器は、砥石 3点のみである。

第 16図  の 1は 、 22区 第 3層中の出土品である。

石質は、シル ト岩 と思われる。白色で非常に緻密である。この素材の石質は、薄 く剥落する性質があ
り、断面からは 2～ 3筋程度の薄いラミナが観察できる。棄理面は、砥石の平面に平行 している。
砥石の形は長方体である。そ して、素材に円礫面が見当らず、角礫であることが理解できる。
砥石 の作業面である研磨面は、礫の長軸にそった四面全てにみ られるが、作図された平面が最 も顕著

であり、その裏面は、それにっぃで顕著である。図の左右側面の研磨は顕著でなく、面の凸部分に局所
的に見 られる程度である。

最 も顕著で広い研磨面を側面から見ると、中央部がやや窪んでいる。また、縦断面を見ると、中央部
がやや張り出しているのがわかる。

図の上方に見 られるのは、明らかに人為的な剥離痕である。図左側方や上方から、ラミナを剥 ぎ取る
ように剥離が加えられている。剥離痕は、局所的に研磨面が観察でき、剥離後、研磨 されたことが理解
できる。 この部分は、側面図にみるように、多少高まりをみせる部分であり、この部分を削平するため
に行なゎれたものか もしれない。

また、図左側縁の中央部付近にも剥離痕が見 られる。 この剥離痕は、ほとんど研磨面に覆ゎれている
この剥離痕は、上方のものと違い研磨面 に対 して45雅度の角度をもってぃる。上方のものとは違 う目
的のものと思われる。母岩から素材を得る時についたものか もしれない。

第16図 朝気遺跡出上の石器

-62-



第 16図 の2は、 30区第 3層 中の出土品である。

石質は、変成岩の一種 と思われる。黒灰色で、シル ト程度の粒子が       h
観察できる。砥石の平面に平行 して節理面がみられ

砥石の形は、長方体である。素材は、半円礫であ

砥石の作業面である研磨面は、作図した平面と、

ある。作図 した面が最も研磨が顕著であるが、 1ほ

石質の性質で風化 して しまったものか もしれない。

研磨面は、表裏面 とも全 く平坦である。                  (3)

第 16図 の 3は 、 27区第 3層中の出土品である。

石質は、不明である。 2陶程度の石灰岩 のような粒子のまわりにシル トが充填 したラミナとシル トだ

けのラミナが互層する。葉理面は、図の平面に直交 し、側面に平行する。

破損品である。元の形は、細長い平行四辺形、或は、台形であったと思われる。断面は板状で薄い。

当初か らこのように整形 されていたものかもしれない。

横側面観は、表面が下方に向って低 くなっているのに対 し、裏面は上方に向って低 くなっている。ま

た、表裏面 と右側面では、ゆるやかなカーブを描 く凹凸がみ られ、作業面であったことが窮われる。 し

か し、図左側辺 と上方の研磨面は、作業面であったか明らかではない。 (保坂康夫)

第五節 朝気遺跡出上のその他の遺物

朝気遺跡出上の上器、石器類は前節で述べたが、その他の遺物 としては第 12区からグル ミが発見 さ

れた。その分布状況は第 15図 に示 した微細図の通 りであるが、 たまたま、同レベルに手頃な自然石も

確認 されるなど、 ここで割って食べたと思われる痕跡が明らかである。また、桃の種 も一部混入 されて

いた。

同 レベルから土師器 (国分期)や木製の椀と思はれる遺物や、動物の骨粉なども見 られるなど、この

レベルに於ける生活の臭いといったものが伝 わって来 る。

住居址の確認はこの区で も不可能であったが生活面が存在 したことは明らか となった。

また、第 5区西拡張区からは小動物の歯が発見 された第 13図版。

その他遺物 については、別段報告するものは発見 されなかった。
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第四章 ま と

第一節 朝気遺跡に於ける成果と今後の課題

平担な東小グラン ドも地表下の層位は煩雑で変化が激 しい。発掘調査は巾 2η (一部拡張区で 4物 )

長 さ90物 の限られた地域内であったが第 7図セクションに見られる通 りそれを如実に見 ることができ

た。

発掘調査 に参加 した東小 PTAの 年配者は子供の頃、丁度運動場 の中心よりや 北ゝ側 よりに当る場所

に西か ら東へ流れる川があったことを話 され良 く遊んだものだといった事を大勢か ら伺 ったが、事実第

30区～ 32区 にその川の存在が認め られる層位が歴然 と確認 された。

たまたま、その部分を発掘調査完了後、工事の都合で掘 られた第 罰 区東特別区第 8図 中央 に突 出た

部分にその旧河川が当ったが、何層にも重なる砂層 と粘土層の互層を合めて、当時の河川の流れの強弱

をも読みとることができる。

その旧河川を中心に南側 と北側で文化 の様相がやや異なる感 じが した。

つまり、発掘グリッ トの南 の部分、例えばカマ ドの発見 された第 4区 (現地表下 70伽 )は 大体が国分

期 と一部に真間期の上師器があるのに、河川をはさみ最北端 に当る第 45区北壁からは現地表 から同じ70

翻 の同レベルでありなが ら和泉期の上師器の出上があったりしている。  _
そして、この河川の部分についてみ ると、その和泉期の上師器が第 6図 の地層図に見 られる通 り現地

表下 3″ 50翻 もの深 さか ら出土するなど、わずか 90物 の間において、その文化層の起伏の激 しいこと

が朝気遺跡の一つの特徴であるともいえる。

また、既 に層位の節や土器の節で記述 されているが、丁度第 30区及び第 30区東特別区に於て鬼高期

の上師器が上層、下層の二層か ら発見 され、その間に 1協 以上に及ぶ砂層、粘土層の互層が確認 され、

大木の流木を も合みこの期に度重なる洪水があったことを も想定 されるに充分である。

さて、出土土器はた 一ゞ片の弥生式土瀑をは じめ、五領、和泉期、鬼高期、真間、国分期 といった形

で土師器の発見があり、弥生時代末期の 4世紀 (西歴 300年代)から、この地で住民の居住が始まり、

五領、和泉期 の5世紀 (西歴 400年代～)、 鬼高期 6～ 7世紀 (西歴 500～ 600年 代～)、 真間期 8世

紀 (西歴 700年代～)を経て、国分期 9世紀 (西歴 800年代～)の 500年 に及ぶ長い年月に亘 り、住民

の居住が確認 されたわけである。

もとより、甲府市内の遺跡でこれだけ明確 にかつ時代的に 500年にも及ぶ長期 に百る資料が量の多少

はあっても継続 して得られた前例はなく、その意味では発掘現場が狭少であったが、得 られた成果は大

きいし、今後のこの時代の研究資料 としてその果す役割はきわめて重要である。

また、幸 いグラウンド全域が遺跡になっているという事は今後少 くともその部分は保存 されていると

いう事で、将来はこの資料を さらに強固にする部分が残 されているということで期待 されるものが多い。

今回の調査は前述 した様 に一本 の線であって、面で発掘すれば住居址その他の遺構 も明確に現われる

と思はれるし、また第 30区 から第 30区 東特別区を通ずる旧河川の延長線に於ける状況 もより詳 しく解

明されると思はれる。

一応今回の発掘調査では和泉期 と鬼高期それに国分期の資料が多 く得 られたが、欲を云えば住居址に

於けるセッ トでの資料があれば、 さらに遺跡の性格を理解する上で好結果が得 られたものと思はれる。
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この様な資料も今後に期待する事ができよう。

朝気遺跡の範囲は、東小学校周辺に於いて道路工事、住宅建築の折 大々量に発見されている姿から相

当広範囲に及なことは容易に理1解されるが、いずれも市街化され、道路は舗
―
装.さ れ 、その部分の学術調

査は現実に不可能ないま、この東小学校 庭々はきわめて重要な遺跡であると評価できる。

おそらく弥生時代末期から今日まで間断なく住民の居住があったものと思はれるし、その意W/kではさ

らに詳しいデータを得る為の全面発掘も必要であり、今後残された課題であろう。
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版図



第

一
図
版

東小学校々庭を南方より望む、朝気遺跡の中心 。

同上校庭における発掘現場の発掘調査着手時の現状。



第
二
図
版

発掘現場、調査着手時の現状 と発掘本部 (テ ント)。

北から南方 を望む。

巾 4m、 深 さ70～ 80Cmに亘 り廃土作業が終えた発掘現場

の中心線にそって 2m四方の発掘グ リットを45区画設定

した。南方 より 1区 、 2区、 3区……と命名。



第
三
図
版

30区東特別区南壁セクション (朝気遺跡の基本層序 )



第
四
図
版

30区西壁にみられる粘上と砂の互層 (旧河川の跡 を物語る)



第
五
図
版

45区北壁 で発見 された土師器



第
大
図
版
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45区北壁発見の上師器 出土状況



第
七
図
版

発掘調査着手時の発掘現場北壁、床面は既に文化層にまで達 していた。

整理 された北壁セクシ ョンの一部 と炉址及び柱穴



第
八
図
版

4区西拡張区で発見 された炉址 と柱穴、灰の厚みが生活の長 さを物語 っている。



第
九
回
版

4区西拡張区に於ける土器分布状況 (-90Cm)。



第
十
図
版

9区 (上 )、 24区 (下 )出上の上師器



第
十

一
図
版

30区 (上 )で出上 した青磁 と6区 (下 )で出上 した須恵器



第
十
二
図
版

24～ 30区 で出上 した陶器 (上 )と 須恵器 (下 )



第
十
三
図
版

5区西拡張区から出上 した動物の歯 (-90Cm)。

i3区から出上 したクル ミ、ほ 完ゞ全な形で採集 された。



第
十
四
図
版

12区から出上 した土師器。 3個 の上器が重なり合 って出上 した。

上器は第25図版の 2個 とその間に第26図版下の上器が重なり合つていた。

赤い酸化鉄 を含む層の直下からの出上であった。



第
十
五
図
版

30区出上の上師器 (現地表下 160～ 180Cm)。



第
十
六
図
版

30区 出上の上師器 (現地表下 170Cm)。



第
十
七
図
版
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第
十
八
図
版

4区 (上 )出上の須恵器 と12区出上の木器 (下 )



第
十
九
図
版

30区東特別区出上の上師器 (現地表下 3m)。



第
二
十
図
版

朝気遺跡発掘で発見 された唯―の弥生式上器破片
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第
四
十
図
版

朝気遺跡出上の石器
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